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・
 

 
 

 
 

等
 の
自
然
現
象
を
・
正
幸
 

 
 

 
 

降
、
ち
し
 

・
 
若
 １
１
革
の
順
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

等
 ぼ
そ
の
独
占
作
用
 
で
 

古
代
支
那
に
 

捻
 る
霊
鬼
観
念
の
成
立
 

一
一
一
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一
一
一
一
 

 
 

 
 

 
 

神
に
阿
っ
て
川
水
さ
れ
 

Ⅰ
ト
マ
ト
Ⅰ
・
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
マ
マ
（
 
能
 ）
 

 
 

 
 

ぬ
力
 ・
そ
の
理
由
に
就
 て
 

 
 

 
 

ヱ
 ・
し
め
ろ
。
併
（
…
）
。
 

@
 
 
し
 至上
神
 

 
 

 
 

-
 
見
れ
 ば
胡
 氏
の
見
解
 は
 

 
 

 
 

業
 生
産
を
支
配
す
る
 自
 

 
 

 
 

 
 

ば
い
様
で
あ
る
が
、
 
若
 

 
 

 
 

ナ
王
 

L
.
-
 

の
共
通
面
 

 
 

 
 

0
 下
午
当
で
あ
ら
う
。
 
又
 

 
 

 
 

色
革
げ
て
 ぬ
る
 。
如
何
に
 

 
 

 
 

れ
て
 ぬ
 る
の
で
・
見
ュ
 ダ
 @
 

 
 

 
 

二
 な
ら
ぬ
充
足
理
由
を
 

 
 

ふ
の
外
は
・
 
な
 

 
 

 
 

 
 

て
こ
に
 申
 
㎜
 
ぬ
 
・
鬼
へ
の
転
化
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

漠
然
と
 降
朋
 
，
 睦
渦
の
 

 
 

 
 

穀
に
 対
す
る
 硝
災
 の
 原
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ば
 即
ち
菊
二
期
以
後
の
 

り
ワ
 

り
 
@
 



 
 

 
 

的
 罪
悪
と
し
て
病
気
と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
元
支
へ
な
い
で
あ
ら
 

 
 

 
 

ぬ
 る
。
そ
の
中
に
は
 
問
 

古
代
支
那
に
 
於
る
 霊
鬼
観
念
の
成
立
 

一
一
一
一
一
 

 
 

 
 

と
睡
 さ
れ
、
 韓
は
 毛
の
 

（
 
却
 ）
 

 
 

 
 

略
 同
義
 L
.
-
 

推
定
 亡
 ・
 
ニ
モ
 

 
 

 
 

定
利
 紐
 で
あ
る
。
 肝
 ・
・
）
 

 
 

 
 

ろ
 善
意
的
な
 仙
雨
 ・
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
の
鬼
鬼
と
し
て
の
Ⅲ
 
格
 

 
 

 
 

物
で
あ
ろ
が
故
に
そ
の
 
下
 
㎜
 
祇
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

公
子
及
び
旧
臣
・
婦
人
 

 
 

 
 

者
 L
.
 

目
な
る
 

ぃ
山
 @
@
 

レ
 
@
.
 

ド
の
 

（
ー
 
り
 

 
 

 
 

か
に
先
王
中
上
午
の
み
が
 

 
 

 
 

人
事
に
就
 て
 ㍼
災
を
商
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

0
0
 
口
コ
 
コ
哩
 
0
 
串
は
 メ
   



 
 

 
 

@
 
Ⅰ
 
ノ
 
L
 ）
 

 
 

=
 
 多
姐
 三
八
 
%
 西
 

 
 

 
 

 
 

れ
て
ゐ
 

 
 

 
 

っ
 て
 、
 

 
 

ゐ
な
ト
 
・
 
や
，
 
ノ
て
よ
 

@
@
 
、
 ハ
 
-
 
～
 
ろ
 
（
円
）
 

み
 
@
 
。
 

 
 

 
 

ヤ
 ・
 

 
 

蔀
が
見
ら
れ
ろ
。
（
 

ほ
 

3
 
9
 

）
 

 
 

 
 

公
一
 
"
H
 

 
 

 
 

近
祀
紳
 

 
 

 
 

の
上
に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

於
て
 

 
 

 
 

程
 頻
繁
 

 
 

 
 

例
 を
見
 

 
 

 
 

一
一
一
一
一
Ⅰ
 

等
 。
 

果
し
て
如
何
様
 

で
は
な
い
が
敵
 

ゃ
ゑ
 
%
 と
ナ
・
 
る
 。
 

箆
徴
 
・
 推
 六
五
 

三
八
四
 
0
 八
人
 示
 

だ
事
が
窩
は
れ
 

荷
文
 は
 先
公
高
 

足
金
二
十
年
 戒
 

祀
も
或
 程
度
 

の
方
 ボ
 ・
・
 
王
 ・
 

伝
承
き
れ
る
 可
 

へ
お
 
）
 

題
 も
だ
い
 語
い
 で
な
い
が
、
如
何
に
疾
病
が
恐
怖
の
 

如
く
そ
れ
が
帝
で
あ
ろ
 事
ょ
竺
 不
ナ
辞
別
 は
極
く
少
 的

と
。
 ば
三
 ・
 
、
ぬ
 た
か
 ビ
窺
 ぼ
れ
る
 

（
㏄
）
 

数
で
 「
大
部
分
は
祀
 禧
 而
も
殆
 ん
   

ヰ
亡
 

 
 ど

先
 て

 疾
病
の
原
因
で
あ
ろ
が
、
 
胡
 氏
も
指
摘
す
る
 

 
 正

先
 姫
 と
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
 

    
刀 """ 
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支
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
 

 
 

 
 

 
 

芙
未
ト
 
主
点
親
母
 

夢
 余
切
御
壁
 
ハ
 
・
 
セ
 ・
一
二
 

 
 

 
 

当
 と
考
へ
ら
れ
ろ
。
移
民
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
 蜘
蛛
の
所
為
と
き
れ
 

ハ
 
%
 
）
 

ハ
億
）
 

 
 

 
 

耐
紳
と
 
如
何
・
 

、
 
ば
る
 
棚
係
 

 
 

 
 

的
 性
格
の
所
有
若
で
あ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

@
 
て
の
意
味
 

は
明
 
下
で
，
な
い
 

0
 た
ビ
 

 
 

 
 

 
 

ら
料
の
発
現
に
演
つ
べ
き
 

凶
 」
の
意
味
に
Ⅲ
 

わ
 

で
あ
ら
う
。
 

古
代
支
那
に
 

於
る
 
霊
鬼
観
念
の
成
立
 

二
五
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は る る の と り 九 つ 例 略 等 

一 具 れ で も " 宗 て ば の の 

（
 
イ
 ）
 已
酉
ト
内
貞
 

鬼
方
 
易
 、
白
禍
 甲
 
三
三
里
 

一
 

（
Ⅱ
 
レ
 庶
子
 
ト
 日
下
 
逐
鬼
 二
四
四
 

（
 
ハ
 
）
玉
成
 
ト
 手
占
 
貝
惟
鬼
 

政
二
三
四
 
Q
-
 

ゼ
 

（
二
）
 
己
酉
ト
賓
貞
 

鬼
方
丈
男
・
ヒ
禍
三
八
六
八
四
 

（
 
ホ
 ）
 ト
貞
鬼
 
不
耐
 乾
 ・
 
伽
 
・
 
想
二
 
二
一
 

（
 
解
 
）
 

 
 

 
 

仮
字
で
要
す
る
に
 

侵
 

 
 

 
 

考
へ
れ
 
ば
 是
等
の
辞
 

 
 

 
 

於
て
既
に
商
 

邑
 に
と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
は
注
い
が
・
 

少
く
 

 
 

 
 

」
 
ぬ
 た
・
事
を
示
す
も
 

 
 

 
 

も
角
 
鬼
手
 
が
用
ゐ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

見
得
ろ
で
あ
ら
 

・
、
 

（
 
5
 
8
 
う
 
）
 O
 

 
 

 
 

文
献
に
も
見
え
、
夙
に
 

王
 

  

 
 

㏄
 

一
一
一
 



ト
辞
所
見
の
鬼
の
 

示
し
た
。
現
在
の
と
 

祀
 耐
の
意
味
に
は
 川
 

念
を
有
す
る
事
の
二
 

問
題
で
あ
ら
う
が
、
 

古
代
支
那
 

用
例
と
し
て
 山
 悪
夢
の
原
因
㈲
 吉
 

こ
ろ
ト
辞
の
鬼
の
意
義
は
右
四
条
 

ね
 ら
れ
て
ゐ
な
い
事
、
㈲
そ
れ
は
 

点
が
指
摘
出
来
る
で
あ
ら
う
。
 是
 

鬼
の
原
始
形
象
が
「
死
せ
る
 人
 」
 

に
於
る
 霊
鬼
観
念
の
成
立
 

 
 

㈹
特
定
の
職
名
の
四
条
を
 

 
 

じ
で
見
れ
 ば
 鬼
は
Ⅲ
面
授
 

  

 
 

ぼ
 畏
怖
す
べ
き
悪
意
の
概
 

 
 

何
 ・
 
ゼ
る
材
係
 に
在
ろ
 ホ
 は
 

 
 

な
く
、
私
も
確
信
し
て
 荻
 

 
 

二
 ビ
 
・
 

 
 

㈲
更
に
ト
辞
に
ば
右
の
外
。
 

（
 
イ
 ）
今
ウ
，
鬼
婆
前
付
一
八
三
 

（
 
日
 ）
 鬼
亦
得
 疾
苦
 五
 

（
 ハ
 ）
 丁
卯
 真
玉
 令
鬼
穏
 則
子
 %
 
 ぼ
 存
下
 
八
里
 
ハ
 

 
 

 
 

嫡
は
 

 
 

 
 

け
性
目
几
 

 
 

 
 

@
 
て
 

 
 

 
 

氏
 

 
 

 
 

二
 
｜
 %
 
・
 
ぅ
 

 
 

 
 

由
 っ
 

 
 

 
 

ぜ
刀
ゼ
 

 
 

 
 

」
 
ケ
 
@
 
Ⅰ
へ
り
。
 
Ⅴ
・
 

/
 
幸
 
ム
加
 

，
 
ル
 

此
の
場
合
特
定
の
職
 

、
え
や
 

a
 「
 祀
 」
が
帆
で
あ
 

の
 巫
 笘
を
呼
ん
で
血
 

の
見
解
と
類
似
点
 

（
 
0
 ）
 

ぎ
ず
 ・
後
述
の
如
く
 

て
 旧
の
原
始
意
義
 ょ
ぜ
 

れ
 得
な
い
 0
 そ
れ
に
 

ば
 私
も
薄
 て
 考
証
 



 
 

 
 

っ
が
 、
 一
 
・
 
臣
 ）
の
用
例
は
 
ト
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

質
的
差
 遼
に
某
 く
も
の
 

 
 

 
 

ぱ
い
が
「
比
較
的
古
い
 爾
 

 
 

 
 

五
 七
の
榊
が
小
麦
に
兄
 

 
 

 
 

本
来
由
 先
 の
 姿
 -
 
祀
に
 使
 

 
 

 
 

ど
考
嬢
に
 入
れ
 ム
は
 金
文
 

に
 悪
鬼
の
字
面
の
見
え
な
い
の
は
当
然
で
あ
ら
 う
 ・
・
で
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ろ
 至
上
神
 ｜
 が
や
は
り
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

n
r
a
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
 
'
 

（
 
ィ
 ）
 孟
鼎
煙
 鬼
方
，
（
西
岡
 
器
 ）
 

（
 宙
 ）
 陳
肋
隻
譚
遅
碑
 
（
東
周
 
器
 ）
 

（
 ハ
 ）
 梁
 仙
女
敵
鬼
方
 
憶
 不用
器
）
 

概、 は 
念、 ぬ 
@ こ、 と 

属、 こ 

す ・ ろ 
        つ ':   

も あ 
め る     

圭 フ Ⅰ さ 
ろ 丁 
  せ Ⅰ 

ぽ 
@ 

舌 。 ，千 

の 

鬼 
  
既、 
@%  ) 
";;"""" "@ 

の " 

Ⅰ 京 。 

六台Ⅰ 

白 @ Ⅰ 

ニ天ラ ， てテ @ " 、 Ⅰ 

義、 
  
  
転、 
  
  
  

多 
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鬼、 
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@@ Ⅰ 

の、 一 

、、 ， /, 性各 
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第、 
    
義、 
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ほ
変
 
ら
な
い
。
 

 
 

4
%
.
 

Ⅰ
 
せ
 
・
 
ワ
 ㏄
 

 
 

 
 

様
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

「
中
国
 

m
 
心
想
定
中
立
 

 
 

 
 

重
要
視
す
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
て
も
、
生
前
 

 
 

 
 

る
も
の
で
あ
る
 

 
 

 
 

存
 な
い
が
、
 

 
 

 
 

魂
塊
 
観
は
余
程
 

 
 

 
 

に
 
何
故
に
 

塊
 ・
 

 
 

 
 

文
中
の
経
典
 

解
 

 
 

多
い
。
 

 
 

 
 

Ⅲ
 
掲
 
論
文
 
第
セ
節
 

）
 

の
方
が
妥
当
で
あ
る
。
 

 
 

一
口
 

p
-
J
 

隼
の
Ⅰ
）
 

n
 
O
h
 
 

ハ
 
ブ
の
り
の
が
 

年
 
・
 
め
 
・
 
勾
 
・
 
田
 
・
 
ぺ
 
0
 
～
・
Ⅰ
口
合
め
の
 

 
 

 
 

Q
 
「
が
 

隈
 
@
 
 

ゴ
耳
 

「
 
0
 
口
口
 

や
 

 
 

 
 

区
別
か
設
け
 

ち
 

 
 

 
 

二
 
-
 
八
 
%
,
 

、
一
員
 

一
し
 

J
b
 

 
 

ィ
 
・
 
-
 
居
ら
れ
る
。
 



第
九
期
 十
頁
 ）
の
に
傾
聴
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

辞
に
 少
数
の
初
 神
在
 

 
 

 
 

は
 ト
辞
の
時
代
 

 
 

 
 

外
的
に
ト
辞
の
 

 
 

 
 

き
 最
も
基
本
的
 

 
 

 
 

で
あ
る
が
、
 

 
 

刊
提
 と
ず
 べ
 ぎ
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

初
裳
所
収
）
バ
ぞ
睡
蓮
，
 

 
 

 
 

受
 我
丈
等
の
上
 

 
 

 
 

同
一
神
で
あ
る
 

古
代
支
那
に
 捻
 る
霊
鬼
観
念
の
成
立
 

  

一
一
一
一
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で
は
あ
っ
て
も
 

 
 

 
 

 
 

雑
誌
第
十
四
巻
 

（
 
3
 

（
 
4
 

（
 
5
 

（
 
6
 

（
 
7
 

（
 
8
 ）

郭
 沫
 若
「
伝
統
思
想
 考
 」
、
金
文
 
叢
 諸
所
収
。
 

 
 

陳
 尊
家
 は
奏
臼
 ・
 
ら
 。
 
舘
 （
 
段
虚
 ト
辞
編
述
 等
 ）
と
す
る
。
 今
 陳
説
 に
従
っ
て
 置
 

く
っ
 

）
別
宿
「
ト
辞
祭
祀
の
研
究
」
（
未
刊
）
に
詳
説
し
て
ゐ
る
。
 

 
 

 
 

現
段
階
に
於
て
 

 
 

 
 

る
 
（
同
上
三
四
 

ニ
ー
 四
頁
）
は
 穐
 行
過
ぎ
で
あ
ら
う
。
 

）
拙
稿
「
 続
釈
帝
 ・
 天
 」
参
照
。
 

 
 

 
 

に
在
る
。
一
般
 

 
 

 
 

受
 げ
ら
れ
る
の
 

 
 

 
 

な
る
は
言
を
侯
 



（
・
Ⅱ
 

3
 U
 ）
 
ト
辞
で
は
先
王
は
ぞ
の
朝
号
を
以
て
呼
ば
れ
る
 
外
 

 
 

釈
文
一
（
二
）
。
中
骨
 

学
 第
六
号
、
参
照
。
 

五
）
陳
氏
、
 
股
鮭
 ト
辞
 綜
述
 五
六
一
頁
 以
 「
。
 

 
 

 
 

っ
て
 ぬ
る
 
（
ト
辞
 
求
 

 
 

 
 

る
は
血
煙
で
あ
 

 
 

 
 

重
日
 
五
 ，
 
ハ
 ⑪
百
ぺ
）
 

が
 頗
る
明
断
で
あ
る
。
 

尭
 ）
「
 股
代
 玄
天
神
崇
拝
王
ハ
 
葉
 。
 

 
 

 
 

神
書
に
見
え
る
秦
の
 

 
 

 
 

み
で
あ
る
が
 人
 

 
 

チ
 ・
の
 
祈
め
ぜ
 
Ⅰ
千
円
 
は
免
 れ
な
い
で
あ
ら
 テ
 

械
 ）
陳
氏
、
段
 虚
 ト
辞
 綜
述
 三
三
八
頁
以
下
。
 

 
 

 
 

向
は
 是
等
の
一
々
 

 
 

 
 

企
 
（
屯
在
上
九
九
 

 
 

ユ
 ：
 
-
.
 

ゃ
ほ
捕
 
先
山
ル
丁
上
：
あ
ら
：
 

 
 

 
 

二
 ・
（
 
、
硅
り
 

・
 
ト
 
ヘ
 
リ
 
刀
の
仔
 

n
.
.
 

）
 

か
 此
の
場
合
関
係
な
い
で
あ
ら
う
。
 

 
 

 
 

性
 殺
傷
を
好
む
と
こ
 

 
 

 
 

義
 で
あ
る
事
に
 

異
論
は
な
い
。
 

 
 

 
 

先
砒
が
 祈
雨
祈
 年
の
 

 
 

 
 

る
 ，
 n
n
.
 

）
・
の
 

 
 

）
 
く
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降
 」
が
必
ず
し
も
 帝
 

 
 

 
 

疑
問
で
あ
る
。
 

 
 

る
が
 １
市
 と
 王
の
疾
病
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
 

訂
 ）
祖
神
以
外
の
特
殊
な
何
と
し
て
 

丙
辰
王
 涙
目
西
南
北
・
 
肺
 一
・
七
一
（
丈
了
 

蜘
辞
 
）
 

 
 

 
 

ュ
る
 特
例
を
見
 

出
し
得
る
で
あ
ら
う
。
 

一
一
一
一
一
一
 

古
代
支
那
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る
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鬼
観
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繍
 ）
甲
首
 学
 南
史
論
叢
 初
 某
所
収
。
 

 
 

 
 

そ
れ
で
あ
る
。
 

 
 

界
 に
立
つ
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

0
 
Ⅰ
 
宙
 
，
 卍
 
㏄
の
）
・
Ⅰ
 

 
 

 
 

の
の
Ⅱ
 

0
 
片
 圧
す
の
 

 
 

 
 

 
 

ホ
 ・
 十示
 ・
 廿示
 ・
 黄示
 ・
 伊示
等
 

 
 

示
 ・
右
京
華
 

の
 如
く
「
 示
 」
「
 
宗
 」
を
以
て
呼
ば
れ
る
場
合
等
が
あ
る
。
 

 
 

て
ゐ
る
（
 股
虔
 ト
辞
 綜
述
 三
四
六
頁
）
が
そ
の
外
に
も
 

 
 

-
 言
千
苦
 乙
 三
 %
 
。
 七
 

義
金
 ｜
沃
 申
文
一
一
四
六
 
壱
余
 @
 甘
辛
東
一
一
五
一
 

 
 

 
 

を
 下
三
八
四
 

象
 Ⅱ
 
!
 黄
尹
 南
北
・
 
め
 -
 
一
・
六
ム
ハ
 

 
 

 
 

対
象
と
な
っ
 甲
 



 
 

出
来
な
恐
ら
，
、
上
呈
一
口
 ?
 村
女
 ヒ
 おら
 ;
,
 

 
 

 
 

一
 
此
の
道
路
か
…
 の
 

ぬ
く
 悪
劣
 な
り
」
と
解
す
る
は
如
何
に
も
附
会
の
感
が
強
い
。
 

（
 
4
 
9
 
 
）
 

（
 
5
 
0
 
 
）
 

 
 

寸
 @
 
り
 ・
 
0
 胡
 0
 、
Ⅰ
 む
 c
 曲
 

 
 

 
 

一
る
 、
ナ
 
意
味
不
明
 

 
 

 
 

）
、
 戴
藩
予
 
（
考
古
 

 
 

 
 

弼
 ）
参
照
。
 

（
 
材
 ）
陽
樹
 達
 、
ト
辞
衆
議
四
一
 ｜
 二
頁
 

 
 

 
 

一
旦
 

行
 ）
呉
派
、
中
国
歴
史
大
系
古
代
史
四
九
一
頁
。
 

 
 

の
の
 
l
 ）
の
）
・
 

已
 ・
 
勾
 ・
㊦
・
 

く
 0 ）
・
 
一
そ
，
で
 

・
の
の
㏄
 

 
 

所
収
。
 

 
 

 
 

夢
 
・
 喜
夢
 ・
催
芽
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

%
 き
 -
 
事
を
述
べ
て
 る
 

 
 

 
 

方
 的
に
 賜
癒
は
 

 
 

 
 

「
 易
 」
を
 錫
｜
 

 
 

 
 

乙
 ・
五
丁
・
 南
 

 
 

 
  

 

 
 

 
 

観
念
を
端
的
に
表
は
 

し
た
も
の
と
 云
 へ
よ
う
 

 
 

 
 

れ
る
 ニ
ュ
 1
.
 
ギ
 ニ
丁
 
ノ
 

 
 

 
 

で
 ，
 
H
 心
か
 曲
 ・
）
 

 
 

 
 

三
四
 



古
代
支
那
に
 於
る
 霊
鬼
観
念
の
成
立
 

三
五
 

 
  

 

 
 

 
 

つ
た
 当
時
と
し
て
は
 

無
理
か
ら
ぬ
事
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
 

品
 ）
幸
正
接
、
 
段
契
 捷
快
六
一
片
、
同
続
編
五
九
片
 

品
 ）
 陳
 要
塞
、
段
 虚
 ト
辞
編
述
 二
ゼ
 五
頁
。
 

 
 

 
 

一
 
0
 仁
 ㏄
の
 セ
 ㏄
卜
の
 

コ
ヲ
 
0
 片
 

の
ゴ
ぎ
 
u
.
 
 

せ
 
0
 ）
・
 

く
 。
で
 づ
 ・
㏄
 
つ
 め
 憶
 ・
）
 

 
 

 
 

ぬ
 る
（
し
の
の
 
q
o
o
 

（
 

 
 

 
 

な
い
で
寧
ろ
 未
 

 
 

 
 

以
外
は
人
に
非
 

 
 

で
あ
ら
う
。
 

 
 

五
六
 ゼ
頁
 。
呉
派
、
中
国
歴
史
大
系
古
代
史
五
二
二
頁
。
 

 
 

 
 

第
二
期
八
五
百
 
邑
 。
 

（
㏄
）
拙
稿
「
 鬼
せ
 
ナ
者
」
参
照
。
 

 
 

 
 

三
八
・
六
度
 セ
、
前
 

 
 

 
 

意
義
不
明
で
あ
 

る
 。
 

 
 

稿
の
続
稿
に
於
て
考
証
し
て
ゐ
る
。
 

 
 

 
 

鬼
打
所
 帰
 、
 乃
 不
為
 

腐
 」
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
 

 
 

帝
 ・
 天
 」
参
照
。
 

 
 

 
 

辞
 。
金
文
の
非
文
献
 費
 

 
 

 
 

の
 諒
恕
を
乞
 ふ
 



 
 

 
 

 
 

つ
そ
の
本
質
た
る
 紳
 

 
 

 
 

影
響
は
ひ
と
り
そ
の
～
一
本
 

 
 

 
 

珪
を
人
間
生
活
の
凡
 ゆ
 

 
 

 
 

で
、
そ
こ
に
 或
 程
度
の
 

 
 

 
 

活
 が
そ
の
現
実
面
の
多
 

 
 

 
 

な
ろ
 う
 か
ら
で
あ
る
。
 

一
 

 
 

 
 

考
察
の
手
掛
り
を
 求
 

め
る
こ
と
と
す
る
。
 

 
 

 
 

プ
 一
の
持
つ
道
徳
的
 

タ
ブ
ー
機
能
の
類
 盾
 

竹
 

中
 

きロ ィ @ 

常 

三
一
山
、
 

ノ
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タ
フ
一
機
能
の
類
 層
 

三
ゼ
 

3
7
 

 
 

 
 

中
に
タ
ブ
ー
に
道
徳
に
 

 
 

 
 

つ
と
い
う
こ
と
に
あ
 

 
 

 
 

こ
う
し
た
理
由
に
よ
 
つ
 

 
 

 
 

と
を
ま
 づ
 検
出
す
る
こ
 

 
 

 
 

百
 
的
善
行
を
奨
励
す
る
 
牛
 

 
 

 
 

謝
 さ
れ
、
更
に
そ
 

 
 

な
 制
裁
 力
 と
に
 

 
 

あ
る
 0
 し
 払
も
 

 
 

観
念
を
以
 っ
一
 

 
 

、
そ
の
機
能
 現
 

 
 

に
 支
持
さ
れ
て
 

 
 

観
念
に
よ
り
 多
 

 
 

べ
 き
 も
の
が
あ
 

 
 

い
て
は
心
理
学
 

 
 

休
 乃
至
道
徳
観
 

 
 

げ
る
道
徳
は
そ
 

 
 

憎
の
根
底
に
 

俗
 的
に
残
存
し
て
い
る
こ
と
ば
い
え
る
の
で
あ
る
。
 

見
ら
れ
る
。
道
 

道
徳
御
念
 は
人
 

」
 凡
 ゆ
る
 祀
 ム
石
 
レ
 

象
も
固
定
し
た
 

い
る
が
、
文
化
 

-
 
く
 依
拠
す
る
と
 

る
。
 例
え
ぼ
プ
 

的
に
解
明
さ
れ
 

窓
 そ
の
。
も
の
に
 

の
 天
牛
 を
 タ
ブ
 

は
 超
自
然
的
制
 彼

 と
は
 挺
 々
い
わ
れ
る
 よ
う
 に
 慣
 各
起
源
に
基
づ
 

間
 の
 祀
 全
的
概
念
の
変
化
発
展
に
 
件
づ
 て
そ
の
内
 

サ
 て
の
道
徳
的
機
能
を
求
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
 

も
の
で
は
な
い
。
 
例
え
ぼ
 未
開
 肚
会
 に
お
い
て
は
 

肚
会
 に
お
い
て
は
タ
ブ
ー
観
念
自
体
も
極
め
て
 
抽
 

う
に
な
っ
て
い
る
の
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
 

リ
ュ
一
 ゲ
ル
ト
の
・
 
円
 三
的
 
匹
は
 タ
ブ
 一
 と
超
自
我
 

て
 超
自
我
と
・
な
っ
て
 

い
 る
と
す
る
の
（
 

2
 
）
こ
の
よ
う
な
 

は
 内
容
及
び
外
様
に
少
な
か
ら
ぬ
変
異
は
み
ら
れ
 

]
 的
 制
裁
の
権
威
を
某
と
し
て
お
る
し
「
ま
た
 
タ
 

裁
を
予
想
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
た
道
徳
律
が
 

召
 



一
二
八
、
 

/
 

 
 

 
 

あ
る
が
、
未
開
社
会
 

 
 

 
 

性
を
持
つ
て
い
）
 
0
0
 

 
 

 
 

護
は
 「
大
部
分
「
 そ
 

 
 

 
 

よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
 

 
 

 
 

や
 。
木
製
の
人
傑
 や
 

ハ
 
3
 り
 

 
 

 
 

て
い
る
 0
 サ
モ
ア
で
 

 
 

 
 

お
い
て
は
特
殊
 人
 、
 

 
 

 
 

よ
う
 に
な
っ
た
も
の
 

ハ
 
1
@
 

り
 

 
 

 
 

ら
 考
え
る
な
ら
は
、
 

 
 

 
 

病
人
等
 ｜
 。に
対
す
 

 
 

 
 

に
 生
起
す
る
と
こ
ろ
の
 

 
 

内
部
に
ば
聖
な
る
原
理
・
 嫉
魂
が
 存
し
て
い
る
の
で
、
 個
人
は
最
初
か
ら
 

 
 

 
 

れ
 故
、
か
か
る
個
人
 

 
 

 
 

然
侵
 徹
す
る
。
屍
体
 

 
 

 
 

て
の
所
為
と
の
み
な
み
 

 
 

 
 

一
 ト
ラ
ン
ド
群
島
で
 

 
 

 
 

ヤ
族
ヨ
こ
収
 色
は
死
 

 
 

 
 

0
 。
ハ
ウ
ィ
 ト
 の
舌
口
薬
 
を 者 は ら 処 は 物 危 る タ で 即 は ， ポ れ こ に 
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へ
 
9
 ）
 

 
 

 
 

ろ
で
べ
ン
ダ
 

 
 

 
 

（
 
死
鏑
の
 ）
作
用
を
阻
止
す
る
た
め
。
 

 
 

 
 

い
て
の
 異
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
 「
血
に
依
る
死
者
の
強
化
 

五
 、
来
世
に
お
い
て
友
情
を
結
ぶ
た
め
 

（
㎎
）
 

彼
 世
へ
の
道
を
案
内
す
る
た
め
 

 
 

 
 

存
在
を
前
 

 
 

 
 

が
ら
・
か
か
 

 
 

 
 

も
か
か
る
 禁
 

「
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

大
 と
な
る
。
 

 
 

 
 

平
常
的
シ
ン
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

相
姦
 は
今
 

 
 

 
 

の
 原
因
に
関
 

 
 

 
 

学
的
説
明
と
 

三
九
 

タ
ブ
ー
機
能
の
類
 層
 

心 し 日 ポ 。 

理 て の ノレ   
単は 的「 文 化 よ る 造 は て 

つ   
た は 
概   
な芭 の 
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る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
」
 

（
 
巧
り
 

 
 

よ
う
な
心
理
的
先
天
性
を
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
 

 
 

 
 

 
 

ざ
 ろ
を
得
な
い
。
と
に
角
、
近
親
相
姦
の
現
実
的
な
 

 
 

と
ば
単
な
る
心
理
的
嫌
悪
と
共
に
「
 上

述
の
人
々
 

ぅ
 こ
と
を
み
 

被
害
と
不
適
 

充
分
制
度
的
 か

ら
の
反
論
が
 

る
時
、
 吾
 々

は
 

徳
 
｜
 

・
 @
 
未
開
 祀
 

な
禁
制
に
ま
で
 

一
方
、
こ
れ
を
 民
 

「
一
般
的
に
い
つ
 

幼
児
期
 ホ
ら
 緊
密
に
 

や
法
律
に
移
さ
れ
て
 

と
い
つ
て
い
る
。
両
 

論
に
答
え
て
、
  

 

ク
 も
ま
た
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

召
 

 
 

 
 

 
 

反
 

 
 

 
 

わ
れ
る
こ
と
の
な
い
 

 
 

 
 

に
 帰
す
べ
き
、
全
く
 

油
 

 
 

族
外
婚
と
の
相
関
に
お
い
て
も
大
き
な
話
題
を
投
 

 
 

ブ
 ー
の
起
源
に
つ
い
て
の
考
察
 

は
 ・
 ロ
ゥ
ヰ
 
ー
の
 

 
 

に
 角
と
し
て
心
理
学
者
に
つ
い
て
「
性
心
理
学
で
 

は
 近
親
相
姦
を
説
明
し
て
女
の
如
く
に
い
う
。
 

四
 O
 

げ
か
け
て
い
る
が
「
今
は
こ
の
 

い
 う
 如
く
生
物
学
者
及
び
心
理
 

乙
名
な
ハ
バ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス
 

如 



発
展
す
る
契
機
を
持
つ
 
よ
う
 で
あ
る
。
 そ
 

で
も
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
 
吾
 々
 は
 か
 か
 

は
な
ら
な
い
。
即
ち
、
上
述
の
ウ
ェ
ス
タ
 

が
 主
張
す
る
如
く
 究
局
 的
な
も
の
で
は
な
 

「
現
実
的
に
 
、
見
 ゆ
る
仲
田
 係
 、
単
な
 

る
 。
１
１
タ
ブ
ー
の
破
棄
は
相
互
に
危
険
 

る
 。
そ
し
て
・
心
理
学
的
に
、
近
親
 
問
の
 

る
 。
即
ち
そ
の
信
仰
は
病
気
が
 
罪
 即
ち
 タ
 

勿
論
、
こ
の
論
述
に
利
し
て
も
い
さ
き
 

に
 限
ら
ず
 5
0
 包
括
的
に
使
用
し
て
い
る
 

は
 、
タ
ブ
ー
に
お
け
る
超
自
然
的
 
何
能
の
 

で
、
結
果
的
に
み
て
、
か
 

%
 る
 近
親
相
姦
の
 

れ
て
、
「
何
等
親
族
関
係
も
み
ら
れ
ず
、
 

た
 

に
 依
っ
て
親
族
と
み
な
さ
れ
て
い
る
個
人
 

偶
然
的
な
望
見
か
 い
ま
 見
さ
え
も
回
避
 さ
 

れ
 易
く
起
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
を
予
想
 

機
能
は
間
接
的
に
で
は
き
ろ
が
 
屯
芋
的
 ・
 

ぅ
 。
そ
れ
に
も
 塘
 し
て
重
要
な
こ
と
は
「
 

タ
フ
 1
 機
能
の
類
 
層
 

 
 

要
因
の
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
い
 う
ま
 

 
 

り
 無
上
命
法
的
制
約
の
作
用
を
認
め
ぬ
 

 
 

典
的
 心
情
こ
れ
は
そ
の
非
難
者
等
 

 
 

て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

っ
 て
ば
文
字
通
り
 
，
ぎ
 
お
の
（
。
。
で
あ
 

 
 

危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
 

 
 

の
 信
仰
は
宗
教
的
に
起
つ
た
も
の
で
あ
 

 
 

 
 

す
る
」
（
 

6
 
l
 ）
 

所
以
は
き
の
の
の
 

キ
 を
単
に
 ヨ
 侍
の
）
の
 

0
 由
 「
 
 
 

ハ
 
Ⅳ
）
 

 
 

円
 以
上
に
宗
教
的
起
源
に
求
め
た
こ
と
 

 
 

柄
 と
い
わ
な
け
れ
 ば
 な
ら
な
い
。
そ
こ
 

 
 

占
め
、
そ
の
規
範
 刊
は
 大
い
に
拡
大
さ
 

 
 

先
の
後
背
で
あ
る
と
い
う
法
的
擬
制
 

 
 

係
 の
み
で
は
 く
 「
会
話
や
接
触
 は
 勿
論
 

 
 

に
峻
暇
 に
す
る
だ
 け
 近
親
相
姦
が
犯
さ
 

 
 

集
団
形
成
の
原
動
力
と
も
な
 去
 そ
の
 

 
 

に
 倒
し
て
は
後
に
再
び
触
れ
る
で
あ
ろ
 

 
 

実
 的
に
は
こ
の
こ
と
は
不
可
避
な
も
の
 

四
一
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儀
礼
に
附
随
す
る
タ
ブ
 

 
 

 
 

接
合
点
の
上
に
お
い
 

 
 

 
 

過
程
に
及
ん
で
こ
れ
を
 

と
な
っ
て
い
る
。
 し
 

隼
コ
 
の
す
が
の
田
の
舌
上
品
性
 

す
る
に
至
る
の
で
あ
 

か
く
の
如
く
に
し
 

り
 、
こ
の
こ
と
は
 更
 

が
え
 っ
て
 タ
ブ
 ]
 の
 

く
 、
そ
こ
に
は
一
定
 

従
っ
て
・
道
徳
に
お
 

故
に
そ
こ
に
は
必
然
 

が
 マ
ナ
と
の
相
関
に
 

（
 
勿
 ）
 

と
し
た
い
。
無
論
か
 

の
に
求
め
ら
れ
て
も
 

拘
束
力
を
及
ぼ
す
と
 

る
 0
 た
と
え
 ぽ
 。
 ク
 

１
マ
 チ
 に
 亦
 か
る
と
 

四
二
 

 
 

の
 設
定
を
み
な
い
の
は
、
こ
れ
が
 ク
逗
 Ⅰ
リ
ー
の
 い
 ァ
フ
 

 
 

 
 

存
 

る
 。
 

 
 

 
 

あ
 

 
 

 
 

る
 

 
 

 
 

な
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
 

 
 

 
 

士
 

 
 

 
 

と
 

 
 

 
 

@
 

 
 

 
 

で
 

 
 

 
 

あ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常
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未
開
社
会
に
お
い
て
ば
そ
の
 
殆
 ん
ど
が
共
同
 

 
 

る
の
で
 か
り
 

ネ
 る
 0
 エ
ス
キ
モ
ー
な
ど
で
 
廿
ぬ
 

し
、
 
一
 

 
 

れ
て
 い
る
 

（
穏
し
更
に
台
湾
の
 

0
 

ァ
タ
 ヤ
ル
族
に
も
 

 
 

的
 関
連
の
も
と
に
作
用
す
る
よ
う
な
 
祀
会
に
 

 
 

差
支
え
な
い
っ
即
ち
 レ
ヰ
 ・
ブ
リ
ュ
一
ル
 
の
 

 
 

に
 帰
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
 
印
エ
 ス
キ
モ
 

 
 

れ
た
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
結
局
 
杜
 

 
 

あ
り
、
そ
れ
は
道
徳
的
 
批
準
 に
よ
る
も
の
で
 

 
 

族
の
間
に
お
い
て
ョ
井
と
ぼ
大
神
刃
ロ
Ⅱ
㌔
 

 
 

の
と
い
え
る
 0
 ま
た
日
本
で
 は
 国
津
 罪
を
タ
 

 
 

よ
 う
 に
し
て
、
タ
ブ
ー
の
中
心
観
念
自
体
の
 

 
 

規
範
と
し
て
共
同
体
を
律
す
る
時
、
タ
ブ
 
]
 

 
 

し
ろ
個
人
の
意
識
内
に
衝
動
的
色
彩
を
持
つ
 

 
 

そ
の
際
か
か
る
社
会
拘
束
力
 
は
 観
念
的
な
も
 

 
 

こ
に
 タ
ブ
一
の
宗
教
性
の
い
わ
れ
る
所
以
が
 

 
 

ァ
 に
お
い
て
で
あ
り
、
タ
 
ブ
 Ⅰ
を
 以
 つ
て
 

 
 

も
こ
れ
が
神
権
的
な
政
治
形
態
と
結
び
つ
く
 

 
 

る
 。
要
す
る
に
タ
ブ
一
の
道
徳
桂
は
規
範
化
 

タ
ブ
ー
機
能
の
類
 

層
 

的
で
あ
 け
 ・
そ
れ
故
に
一
個
人
の
ふ
 

犯
人
の
行
為
に
よ
っ
て
タ
ブ
ー
が
 背
 

儀
式
中
の
共
同
タ
ブ
ー
が
厳
重
に
 規
 

お
い
て
ば
、
タ
ブ
ー
に
 は
 超
個
人
的
 

い
う
如
く
「
個
人
・
家
族
・
社
会
集
 

、
北
部
ア
メ
リ
カ
等
で
は
こ
の
よ
 

 
 

会
集
団
の
集
合
表
象
の
統
体
か
ら
な
 

あ
 ・
 
り
 、
こ
の
意
味
に
お
い
て
タ
 ブ
｜
 

に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
た
タ
ブ
 マ
 で
あ
 

フ
一
 と
し
て
、
こ
れ
に
宗
教
的
価
値
 

神
秘
性
ば
そ
の
規
範
に
無
上
命
法
的
 

は
 道
徳
的
規
範
と
な
っ
て
く
る
。
 
而
 

て
 顕
現
す
る
た
め
に
、
慣
習
化
さ
れ
 

の
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
 

あ
る
。
 

「
政
治
的
目
的
の
た
め
に
設
け
ら
れ
 

こ
と
に
お
い
て
、
タ
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の
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は
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た
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よ
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搾
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。
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特
に
 鞍
重
 な
 

 
 

か
く
に
い
つ
 

 
 

・
長
老
 は
 

 
 

た
長
老
自
身
 

 
 

わ
ば
 彼
は
一
 

 
 

す
る
の
で
あ
 ，
 

タ
ブ
ー
機
能
の
類
 
層
 

ぅ
 し
た
 受
 

タ
ブ
ー
を
 

て
い
る
。
 

般
 人
に
近
 

も
一
般
人
 

個
 の
人
間
 

る
 。
即
ち
 動

的
側
面
に
お
け
る
タ
ブ
一
の
 仲
和
 

皮
 っ
て
取
り
か
こ
む
こ
と
に
な
る
。
 

即
ち
、
未
開
 人
 が
老
人
に
権
威
を
認
 

づ
き
得
ぬ
不
可
 祀
的
力
 と
一
般
人
と
 

よ
 り
は
 鰻
格
 に
こ
れ
の
 聖
 性
を
保
持
 

で
あ
る
と
同
時
に
集
団
社
会
全
体
に
 

、
 彼
の
身
の
上
に
起
つ
た
出
来
事
は
 

四
七
 

性
は
、
 更
に
作
動
的
 

マ
レ
ッ
ト
は
未
開
 祀
 

め
る
の
は
マ
ナ
ま
た
 

の
間
に
立
つ
て
、
 伸
 

せ
れ
ば
な
ら
ず
、
し
 

つ
ら
な
る
も
の
で
あ
 

一
切
金
性
合
に
影
響
 

 
 

 
 

を
 犯
さ
ぬ
の
と
同
じ
く
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
い
ば
 指
導
者
と
服
従
 

 
 

 
 

お
い
て
相
対
的
な
関
係
が
 

 
 

 
 

し
て
ぼ
例
外
と
さ
れ
て
 ぃ
 

（
お
り
 

 
 

 
 

た
ヮ
一
 ラ
ム
ン
ガ
族
で
 

た
力
 能
 」
と
が
根
源
に
お
い
て
同
じ
で
あ
り
、
同
 

会
も
ま
た
事
物
・
観
念
を
神
聖
 覗
 す
る
も
の
で
あ
 

あ
る
。
タ
ブ
ー
の
社
会
的
規
整
の
機
能
ぼ
様
々
の
 

沿
っ
て
実
証
的
に
立
論
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
 

タ
ブ
ー
の
持
つ
規
範
性
が
本
源
的
乃
至
直
接
的
に
 -

 
じ
要
 

り
、
 

方
面
 

こ
こ
 

は
む
 

 
 

れ
ば
 「
 人
 問
と
同
じ
く
 祀
 

 
 

る
 理
由
が
存
す
る
の
で
 

 
 

れ
を
上
述
の
如
き
側
面
に
 

 
 

働
き
を
み
る
の
で
あ
る
の
 

 
 

ぬ
に
 社
会
的
行
動
に
消
極
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物
 

 
 

占
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も
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が
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王
 

 
 

ス
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の
 

 
 

プ
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問
題
 

 
 

0
 案
 団
 

 
 

意
味
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っ
 て
 

 
 

な
る
の
 

 
 

態
へ
の
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

 
 

耳
 に
は
 

四
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勒
 す
る
こ
と
等
 す
 

 
 

の
 峻
烈
な
 聖
円
が
 

 
 

を
 極
度
に
お
し
 す
 

 
 

、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
 

 
 

長
 

祀
の
化
身
 

 
 

れ
た
物
は
、
そ
の
 

（
 
8
 り
 

 
 

今
に
よ
っ
て
 ほ
作
 

 
 

の
中
に
溶
解
せ
し
 

 
 

増
し
て
来
る
 0
 王
 

 
 

異
に
よ
る
社
会
的
 

（
一
皿
）
 

預
 つ
て
 力
 あ
っ
た
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
 

 
 

限
定
さ
れ
る
場
合
 

 
 

し
て
な
お
前
者
の
 

 
 

、
 タ
フ
ー
を
侵
犯
 

 
 

こ
と
ほ
な
い
が
「
 

 
 

追
放
す
る
な
り
、
 

 
 

字
性
が
作
用
し
 、
 

 
 

と
 、
原
理
的
に
 キ
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m
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目
の
Ⅰ
 

笘
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 弓
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め
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目
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の
Ⅰ
の
ヱ
七
の
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 田
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 の
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ね
い
 

肚
 

タ
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一
機
能
の
類
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九
 

 
 

 
 

力
 関
係
は
無
論
後
者
に
 

 
 

 
 

る
 機
能
に
お
い
て
は
つ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
の
存
在
と
し
て
そ
の
 

 
 

 
 

口
 に
耳
を
傾
け
る
の
で
あ
 

 
 

 
 

因
か
ら
の
み
発
生
す
る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
な
す
も
の
と
さ
れ
る
 

ょ
 

 
 

 
 

定
し
 
、
そ
こ
に
特
異
な
る
 

 
 

 
 

如
く
徒
ら
に
観
念
的
な
 

 
 

 
 

つ
い
て
の
現
実
的
・
直
接
 

（
 
1
s
4
 

）
 

 
 

見
解
に
賛
同
す
る
。
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Ⅰ
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ろ ブ に ぬ べ 

タ
フ
 1
 機
能
の
類
 層
 

五
一
 

き
で
 

こ
と
 

こ
そ
 

｜
は
 

5
0
 

 
 

 
 

け
加
え
ぬ
 

ぽ
 
な
ら
 

 
 

 
 

 
 

機
を
得
て
こ
れ
の
 

繍
 
説
を
約
す
る
。
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鎮
座
す
る
神
位
で
あ
 

 
 

 
 

で
 四
国
の
屋
根
と
称
せ
 

 
 

 
 

を
 貫
い
て
 西
 流
し
、
 更
 

 
 

 
 

出
づ
る
の
で
あ
る
。
 
三
 

 
 

 
 

る
も
の
が
多
い
。
 
本
 

 
 

 
 

特
異
な
行
事
の
一
 つ
で
 

 
 

 
 

多
い
も
の
で
は
あ
る
 

 
 

 
 

が
あ
ら
 ぼ
御
 教
示
を
賜
 

ほ
 り
た
い
と
願
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

  祠
を
迎
ふ
る
 行
 
事
 

 
 

い
 て
 ｜
｜
 

山
 

西
 

五     

佑
一
心
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所
に
あ
る
。
八
幡
神
社
 

 
 

 
 

な
っ
て
四
国
山
脈
の
垂
は
 

 
 

 
 

・
そ
の
九
割
鈴
は
山
地
 

 
 

 
 

川
 県
か
ら
阿
讃
山
肌
を
 

 
 

 
 

型
 な
が
ら
も
古
墳
 

群
 が
存
 

 
 

 
 

金
丸
珪
と
呼
ば
れ
た
。
 

三
 

 
 

 
 

波
国
 
金
丸
 
西
庄
 
」
が
・
 
同
 

 
 

 
 

二
月
十
二
日
（
 

一
 
三
九
九
）
 

 
 

 
 

く
 三
宝
院
文
書
の
文
安
 

 
 

 
 

金
丸
 
庄
 」
と
見
え
、
 

さ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

色
 「
執
達
 
如
レ
件
、
 

正
午
六
年
二
月
五
日
出
雲
寺
侍
 

口
 盛
花
押
）
 

渡
辺
一
族
 

等
中
 

神
を
迎
ふ
る
行
事
 

五
三
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五
四
 

 
 

 
 

え
る
 0
 金
丸
虫
 庄
 の
 名
 

 
 

 
 

此
所
蔵
文
書
に
、
金
丸
 

 
 

 
 

善
 に
見
え
て
ゐ
る
 り
 

 
 

 
 

成
立
発
展
も
早
く
か
ら
 

 
 

 
 

九
 %
 柾
 も
あ
り
、
 文
 江
戸
 

 
 

 
 

即
ち
同
検
地
帳
の
表
紙
 

に
は
。
 

三
好
郡
金
丸
 打
 2
 内
申
 庄
 新
 御
 検
地
御
帳
 

と
 二
行
書
き
に
し
た
損
紙
が
あ
り
・
さ
ら
に
、
 

寛
文
正
二
日
年
三
月
吉
日
御
帳
 

 
 

 
 

月
時
代
に
於
て
ほ
 、
こ
 

 
 

 
 

資
料
が
あ
る
の
で
掲
げ
 

 
 

 
 

数
 手
数
牛
馬
 数
高
 物
成
 

 
 

 
 

寛
文
年
中
」
の
際
の
こ
と
 

と
 思
は
れ
る
 0
 こ
の
中
に
 

幸
田
村
 

 
 

拾
 売
人
男
、
同
四
百
三
十
四
人
女
 

一
社
数
立
 肚
 

一
千
八
十
 疋
 



 
 

輔
 4
 
八
郎
 

 
 

 
 

壱
歩
 

中
庄
村
 

 
 

十
八
人
男
、
内
六
百
四
捨
火
大
 

 
 

示
 、
長
書
手
、
同
林
下
 手
 

一
 酒
屋
 壱
軒
 、
肝
煎
 喜
 右
衛
門
 

 
 

ヰ
 七
元
老
舎
 

 
 

二
百
三
斗
 壱
 丹
毒
 合
 、
御
講
四
 つ
成
 

四
度
 
村
 

 
 

百
三
十
九
人
男
、
内
千
百
九
十
三
人
女
 

 
 

頭
 

 
 

セ
疋
 、
一
馬
十
五
玉
、
庄
屋
、
石
井
甚
 平
 

 
 

升
 三
合
 

 
 

壱
升
弐
勺
 、
御
講
三
 つ
 八
尾
 

 
 

 
 

往
 に
於
て
は
、
後
述
の
 

 
 

 
 

、
中
 臣
に
 限
定
さ
れ
る
 

 
 

 
 

載
 さ
れ
て
ゐ
る
。
 

八
幡
神
社
、
村
社
 

神
を
辿
ふ
る
行
幸
 

五
五
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一
 

こ
の
八
幡
神
社
 の
 

（
頭
屋
 
名
 ）
 

田
中
一
統
 

力
 穣
一
統
 

国
安
一
統
：
 

山
路
一
統
 

角
 

一
統
 

宮
座
 は
 従
来
五
座
よ
り
成
り
立
つ
て
ゐ
る
。
 

（
部
落
 
毛
 ）
 

中
井
、
西
光
 

西
 須
賀
 

烏
牛
 

山
路
 

角
 

 
 

エ
止
 
上
 
ハ
 

 
 

 
 

す
 。
祭
神
応
神
天
皇
 

 
 

 
 

が
 年
月
不
詳
 今
の
 

 
 

 
 

云
ふ
 。
 昔
 細
川
氏
 

 
 

 
 

、
社
殿
宝
物
祭
器
 

 
 

民
の
口
碑
に
存
す
る
の
み
。
 

 
 

 
 

遺
憾
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

波
国
に
 於
け
る
寺
社
 の
 

 
 

 
 

て
は
 武
 仝
の
居
城
と
な
 

 
 

し
て
相
当
に
古
い
歴
史
を
持
つ
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
 



 
 

 
 

ま
ま
に
名
づ
け
ら
れ
 

 
 

を
 次
の
如
く
変
更
 L
 た
 。
 

（
組
名
）
 

（
 
旧
座
 組
織
）
 

中
井
 組
 

m
 中
 一
統
 

西
光
 組
 

加
藤
一
統
及
び
 m
 中
 一
統
の
一
部
 

ぬ
路
細
 

山
路
一
統
及
 び
 国
安
一
統
 

角
組
角
 一統
 

 
 

 
 

家
の
下
に
加
藤
一
統
 

 
 

 
 

家
が
存
せ
ぬ
ま
ま
に
部
 

 
 

 
 

在
す
る
角
部
落
は
発
展
 

 
 

 
 

た
め
に
部
落
の
家
々
の
 

 
 

 
 

に
 部
落
の
状
態
に
変
化
 

 
 

 
 

障
を
来
た
す
に
至
っ
 

 
 

 
 

賢
一
切
を
賄
っ
て
 ぬ
 た
 

 
 

 
 

担
の
平
等
化
を
は
か
る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ぼ
す
べ
て
旧
暦
に
よ
 

 
 

 
 

記
す
 じ
 

五
セ
 

神
を
迎
ふ
る
行
事
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/ Ⅰ / Ⅰ ノ入 

 
 

 
 

和
ヱ
 に
て
 御
紳
 

築
 、
精
進
入
、
お
ん
 
じ
 や
く
の
準
備
。
 

月
 十
四
日
、
 
酉
庄
 村
氏
子
総
代
三
人
、
米
一
斗
二
万
、
 

 
 

人
 、
御
扶
持
方
 

 
 

事
 終
了
後
立
 
宿
 に
て
一
泊
 
す
 。
 

 
 

 
 

草
履
と
を
渡
す
 

慣
例
に
な
っ
て
ゐ
る
 
じ
 

 
 

（
後
の
田
中
一
統
）
 

薙
刀
：
：
松
浦
一
統
 

御
輿
：
：
右
前
中
 庄
 、
高
橋
一
統
（
後
の
角
一
統
）
 

左
前
中
度
、
松
浦
一
統
 

右
 後
面
 庄
 、
谷
一
統
 

左
 後
面
 庄
 、
伊
藤
一
統
 

金
幣
：
：
四
座
 付
惣
 伏
拝
 レ
之
 （
 
惣
 代
は
交
代
）
 

飾
馬
 ：
：
中
 
臣
 三
木
一
統
 

三
木
馬
は
「
お
さ
え
」
（
他
の
馬
を
統
御
す
る
の
 

意
 ）
 に
て
御
幸
の
時
は
先
に
行
き
、
帰
り
は
後
よ
り
 

七 六 玉 
月 月 月 
十 千 千 
五 五 五 
日 日 日   
頭御 武 
屋 祓 者 
五 の 

純 白 り 

の   
内 百 

  

そ 手 
の     

  
    
  

文
 

五
八
 



 
 

 
 

け
 

 
 

よ
 れ
 ば
 古
く
は
 旧
 七
月
十
五
日
に
「
頭
屋
五
組
の
内
 、
 そ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

頭
 

 
 

は
 大
体
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
 

か
る
 Ⅰ
舞
を
指
導
す
る
の
は
経
験
の
あ
る
年
配
者
で
、
 

 
 

紙
 

 
 

習
 を
す
る
夜
の
接
待
を
す
る
。
 

 
 

 
 

五
九
 

神
を
迎
ふ
る
行
事
 

で
あ
る
。
 

の
年
の
番
当
り
の
 衆
 

九
月
の
「
社
日
」
に
 

家
は
祭
に
関
す
る
 一
 

舞
の
練
習
に
と
り
つ
 

に
書
か
れ
た
物
が
あ
 

頭
家
 は
そ
の
世
話
役
 

い
 。
 

現
在
荷
は
れ
て
・
ゐ
る
祭
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

新
四
月
十
五
日
、
春
奈
 

旧
 六
月
十
五
日
、
夏
祭
 

新
十
月
十
五
日
、
秋
祭
 

帰
る
。
 

四
座
よ
り
二
頭
、
中
底
各
組
よ
り
一
頭
 
宛
 

 
 

 
 

料
に
よ
 れ
 ば
 ・
秋
祭
 

 
 

 
 

ら
れ
頗
る
興
味
が
多
 

59 



一
 一
 

 
 

、
現
在
で
 
は
降
 祀
の
行
事
と
「
神
代
神
楽
」
 

 
 

が
 現
在
は
夕
方
七
時
頃
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
 

そ
 

 
 

っ
て
置
き
、
そ
れ
に
「
お
ん
じ
 

ゃ
く
 」
と
称
す
 

 
 

他
端
を
巧
み
に
引
い
た
り
弛
め
た
り
し
て
「
 

 
 

殿
の
中
を
飛
び
揺
ら
か
し
て
神
殿
の
扉
の
所
 

ま
 

 
 

の
 材
料
や
製
作
方
法
 
は
 次
の
通
り
で
あ
る
。
 

 
 

の
 二
才
力
で
長
さ
一
尺
一
寸
の
も
の
二
本
を
十
 

 
 

口
つ
 切
り
に
し
、
少
し
あ
け
て
貼
り
付
け
る
。
 

 
 

上
に
四
つ
切
り
紙
を
 
、
 前
の
四
つ
切
り
紙
の
合
 

 
 

に
 立
て
る
。
き
ら
に
神
典
や
屋
台
等
の
掃
除
を
 

次
に
は
供
物
の
準
備
を
す
る
。
 

 
 

、
供
物
を
準
備
す
る
。
夕
方
 

ホ
ら
 七
時
頃
 わ
 

 
 

露
 」
と
て
酒
食
を
饗
す
る
。
こ
の
夜
 

は
頭
家
は
 

 
 

を
す
る
。
午
前
に
祭
の
行
事
あ
り
・
午
後
 

は
 

 
 

要
し
た
費
用
を
「
算
用
上
げ
」
を
・
し
て
部
落
の
 

 
 

る
 。
 

が
 中
心
と
な
っ
て
ゐ
る
。
紳
を
お
 

れ
に
ぼ
、
あ
ら
か
じ
め
拝
殿
の
す
 

る
も
の
を
吊
り
下
げ
て
お
く
。
 

こ
 

な
ん
じ
 ゃ
く
 」
を
大
き
く
括
り
動
 

で
途
 ・
 
り
 込
む
わ
げ
で
あ
る
ゆ
「
お
 

ま
づ
 一
尺
一
寸
の
「
け
ん
ど
」
 

即
 

文
字
に
組
み
、
釘
に
 
モ
 取
付
け
 

。
て
の
上
に
障
子
紙
の
三
つ
切
り
を
 

ば
せ
目
の
上
に
貼
り
付
け
、
 

又
其
 

六
 O
 

す
る
。
 

ら
 十
一
時
頃
ま
で
宵
宮
の
行
事
の
 

神
社
 に
 泊
り
込
む
。
 

二
時
か
ら
三
時
頃
に
神
典
の
渡
御
 

人
々
か
ら
集
金
を
す
る
。
 



 
 

 
 

紙
 で
止
め
貼
り
し
、
 
そ
 

 
 

 
 

作
る
っ
垂
が
出
来
る
 

 
 

 
 

の
 重
さ
は
 三
 0
0
 匁
で
 

 
 

 
 

。
で
き
上
り
は
師
の
側
 

 
 

 
 

に
 
り
で
、
一
見
七
日
の
武
 

特
 

 
 

 
 

に
な
る
わ
け
で
あ
る
 
ゥ
 

古
老
の
言
で
は
、
今
 
は
 新
し
い
 凧
 綱
を
使
用
す
る
が
、
 

 
 

父
通
 に
供
し
た
わ
げ
で
、
 

 
 

 
 

の
上
を
滑
ら
す
の
に
 
理
 

 
 

 
 

｜
 ル
型
に
組
み
立
て
る
 

 
 

 
 

の
 横
木
か
ら
約
一
尺
 
下
 

 
 

 
 

尺
 以
外
に
引
綱
が
ず
れ
 

 
 

 
 

げ
て
、
拝
殿
前
に
垂
ら
 

 
 

 
 

で
 準
備
 は
 完
了
す
る
わ
 

 
 

 
 

刻
を
見
は
か
ら
っ
て
 
行
 

 
 

 
 

は
じ
め
氏
子
が
参
列
。
 

 
 

 
 

程
 要
す
る
。
祓
が
終
る
 

 
 

 
 

、
そ
れ
だ
け
に
燃
 え
さ
 

 
 

 
 

く
 「
お
ん
 
じ
 や
く
し
を
 

神
を
迎
ふ
る
行
事
 

六
一
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神 に ゐ 焼 た に う の に す れ 

 
 

 
 

表
六
人
ほ
毎
年
交
代
 

 
 

 
 

行
事
ば
終
り
、
一
斉
 

ぼ
 火
を
つ
け
て
・
神
前
に
お
供
へ
を
す
る
。
 

 
 

 
 

け
で
あ
る
が
、
境
内
 

 
 

 
 

る
が
、
そ
の
「
お
と
 

 
 

 
 

ほ
 れ
る
「
 松
 神
楽
」
 

 
 

 
 

へ
た
。
そ
こ
で
迎
へ
 

 
 

 
 

年
に
落
雷
の
た
め
に
 

 
 

 
 

人
は
紳
杜
の
附
近
に
 

 
 

 
 

オ
位
 ）
は
 、
 若
い
頃
 

 
 

 
 

幡
紳
 祀
の
境
内
で
 松
 

桑
 を
行
 ふ
 の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
 さ
ぅ
 で
あ
る
。
 爾
 、
 

 
 

あ
る
が
、
或
は
「
 御
 

士
 
、
一
一
 

ノ
 

 
 

 
 

が
ら
、
大
き
く
括
れ
 飛
 

 
 

 
 

し
か
も
周
囲
の
暗
闇
の
 

 
 

 
 

た
ま
神
殿
の
扉
の
と
こ
 

 
 

 
 

目
的
で
始
め
て
参
列
し
 

 
 

 
 

た
と
い
ふ
感
じ
が
し
て
 

 
 

 
 

い
、
最
後
に
神
主
も
こ
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方
里
 め
 。
」
 

右
の
詞
を
北
と
酉
の
隅
で
二
回
繰
返
し
た
後
、
 

詞
 「
 東
 八
点
画
八
点
、
合
は
せ
て
十
六
点
の
由
に
 
候
、
 四
方
合
は
せ
て
 

 
 

北
 ）
に
 荷
 っ
て
 、
 

 
 

な
り
。
 さ
め
あ
 

棲
と
 剣
を
取
り
か
え
、
剣
を
両
手
で
目
前
に
さ
さ
げ
、
 
小
走
り
で
前
後
に
 

神
を
迎
ふ
る
行
事
 

三
十
二
点
の
 

拍
手
を
 う
 つ
 

ら
ぬ
か
さ
む
 

三
回
動
く
。
 っ ピ て 由 
づ 拝 に 

候
 。
五
方
 堅
 

す
 。
 

い
て
五
方
 堅
 め

 。
」
 

め
を
 行
 

土
 
、
二
一
 

ノ
 

ふ
 。
つ
い
で
跳
び
あ
 

 
 

た
 き
ふ
標
 物
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 

 
 

神
代
神
楽
が
は
じ
き
 る
 。
場
所
は
拝
殿
前
の
石
盤
で
、
 
今
 「
お
ん
じ
 
ゃ
く
 」
 

 
 

 
 

ち
ぎ
れ
て
 了
ひ
、
 終
っ
 

 
 

 
 

こ
れ
は
宵
宮
行
事
が
完
 

 
 

 
 

の
 「
お
ん
じ
 
ゃ
く
 」
 が
 

 
 

 
 

を
か
け
た
六
人
の
若
衆
 

 
 

 
 

地
方
性
も
窺
は
れ
る
の
 

 
 

 
 

0
 新
 し
の
襄
は
太
鼓
、
 

 
 

 
 

手
で
し
っ
か
と
押
へ
て
 

出
て
「
五
方
里
 め
 」
を
行
ふ
。
「
五
方
 堆
め
 」
と
は
。
 

 
 

に
舞
台
の
四
隅
を
ぐ
る
 

 
 

 
 

善
 様
の
も
の
に
従
 
っ
 

た
 。
）
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ゆ
 う
 だ
ん
天
の
川
 

 
 

ず
る
の
由
に
 候
 

揚
 す
る
。
。
太
郎
五
方
里
め
を
す
る
。
 

 
 

か
ま
へ
、
各
々
の
 

 
 

日
に
耳
り
ざ
 

又
 
（
談
じ
 

ふ
 力
 
じ
 
）
 

 
 

つ
て
、
し
ょ
う
 て
 

れ
は
、
 ホ
 0
 玉
と
も
 相
 定
ま
る
の
 由
そ
候
 。
」
 

 
 

な
 

 
 

退
 

一
所
に
相
話
せ
ば
 や
 と
こ
そ
存
じ
 候
 0
 五
方
 堅
め
 。
」
 

ハ
 れ
ヵ
 
り
 

ち
 り
ょ
う
由
に
 候
 。
五
方
里
 め
 。
」
 

 
 

な
 

 
 

ふ
 つ
 

全
員
「
御
代
は
天
の
川
、
く
も
ら
ぬ
御
代
は
天
の
川
 、
 い
ざ
み
な
か
み
へ
い
そ
が
 ん
 。
五
方
里
 め
 。
」
 

 
 

 
 

各
 隅
で
全
員
夫
の
詞
 

を
 唱
ふ
。
 ハ

海
）
（
ま
生
り
 

 
 

 
 

な
り
。
 曹
 長
杣
山
 

へ
い
そ
が
 ん
 。
五
方
里
 め
 。
」
 

 
 

 
 

、
左
手
は
左
腰
の
 

 
 

 
 

る
 。
 光
づ
 太
郎
・
 次
 

 
 

0
 北
へ
伺
 っ
て
 、
 

六
四
 

6
4
 

 
 

 
 

五
方
里
め
を
行
ふ
。
 こ
 

れ
で
「
剣
の
舞
」
は
終
る
。
 



㏄ 

    
  次 太 

五郎 四 四郎 女郎一 = 郎   
宏 子 一 王 子 一 と 子 同 

    
る る ふ ぎ と 来 じ に " の 冬 " 相秋 " 定 真次 
し に ち ㍉ ㎏ つ 已 ま 五 虫 二 四 生 三 三 ま 三 郎 

や中ずとふて な 斐 。 不こ ・のりと突のとるのにのの 千田部に月 Ⅲ 郎 ま目 郎る 月が 同   と   を 四 便 を 三 ピ を び 
げ れ て   。 ゆ 子 ま   た 郎 二た 郎 た 出 
ん ぽ 南 波 さ せ と る 五 ま 五 ま 五 ま し 
が 母 ふ こ ち ん ま じ 郎 は 方 ヰム 方 は   

為 と ら そ に の かん 五 つ 堅 つ 堪 つ 五 

、 8 ず 母 ょ ふ り は 方 て め て め て 方 
文 に 。 与 っ も た ぬ 竪 を を 、 堅 

こ す し す び め めを よ れノ ト 生 り ; レ抽拙 撫 りつ 木 てじ 上しけに つも 几 ヰ リ ⅠⅠ よ @ 、 や る や を { く す 
て て る 

  -T" " lj ェ ほ @ い い   @ 垂こ r 一 H- ム ゆ 仕 が 月、 壬   び 
に 共 は と せ り こ （ 、 と や 民ョ 

ば 陰 え の ん ほ と ら 現 { { 

じ 帝巨 片こ一 J 一二 ｜ j なり 男子に ん 切 ず。 。 仰 ぜ のふ た ど ・ 

  
  王 " 丘 

だ 腹 男 な も く 。 夫     と と 

千 現 現 れ天 々 也エ ゴ せん 女 な l り 。 とに 成人 され -11 ヒ じ じ 

よ甲 

  
ひ と く ち ま 致 ぼ 地   

    
げ つ し あ し ぜ 父 開 接 Ⅱ     千 

山 ん め て ら ま ど 大 山 の 千 Ⅰ ｜ - 

  Ⅲ と - 温   ら 界 皆 
く れ 上 議 の 腹 は ど ず 皆 0 

の ぼ れ や 御 と             我 の   
剣 ， 佳 -  な 前 て 良 三 所   ら 

う 母 じ 天へ 兄 の の 凍 ，｜ ら ず 
ぶ 此 ず 定 参 加 胎 御 な ず 七 す % 

ぎ 由 。 り り に 内 子 オ L 我 所 
ぬ ど 別 「 汝 へ に に ぽ 所 

  
領 

の ら の 地 に だ て き   な 



土
 
ヘ
山
Ⅰ
 

ノ
ノ
 

 
 

 
 

人
の
中
を
た
づ
 
れ
 

 
 

 
 

ぎ
 月
次
郎
の
皇
 

 
 

 
 

と
 っ
わ
 の
 ぎ
ょ
げ
 

 
 

 
 

そ
 存
じ
 候
 。
 
b
 

 
 

 
 

と
 二
度
。
次
に
両
手
に
 

 
 

様
 。
五
方
里
め
を
す
る
。
 

五
郎
「
太
郎
の
皇
子
。
」
、
太
郎
と
び
出
す
。
 

 
 

 
 

如
何
な
る
賢
人
に
 

 
 

」
 

 
 

な
く
成
人
い
た
し
、
月
日
の
し
ゆ
み
と
や
な
。
」
 

 
 

 
 

、
は
な
 め
 づ
ら
し
 

き
を
け
が
す
御
達
あ
れ
。
」
 

五
郎
「
い
よ
い
よ
御
所
に
ご
 ざ
な
 き
か
。
」
 

太
郎
「
な
か
な
加
も
っ
て
何
の
し
ゆ
み
に
や
。
」
 

 
 

 
 

を
行
 ふ
 0
 つ
い
で
 五
 

郎
の
薙
刀
の
舞
と
ぼ
る
。
 

 
 

0
%
 か
な
。
」
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ぅ
ぎ
よ
う
し
 や
な
 

あ
 。
」
 

ズ
 郎
が
退
場
し
、
次
郎
を
呼
び
出
す
。
次
に
は
三
郎
、
 

 
 

す
 。
終
っ
て
「
五
郎
 

中
 に
し
て
、
四
人
が
飛
び
出
て
来
て
 、
 

 
 

 
 

の
か
ど
は
開
く
な
 

り
 。
特
長
杣
山
へ
い
そ
が
 ん
 。
 
し
 

 
 

「
お
め
で
と
う
」
と
云
っ
て
舞
台
か
ら
下
る
。
 

 
 

 
 

る
わ
け
で
あ
る
。
 若
 

 
 

 
 

、
た
だ
四
角
の
板
敷
 

 
 

 
 

達
の
伝
聞
し
て
ゐ
る
 

に
よ
 れ
 ば
、
 

 
 

 
 

は
夏
 。
三
郎
 は
秋
、
 

 
 

 
 

言
に
、
 若
し
生
れ
た
 

 
 

 
 

南
 八
方
の
鏡
 セ
 重
と
 

 
 

 
 

0
 そ
こ
で
乙
子
の
五
 

 
 

 
 

五
郎
は
気
が
荒
か
っ
 

 
 

 
 

合
ひ
兄
弟
で
あ
る
こ
 

 
 

 
 

を
見
 達
 に
分
配
し
て
 

神
を
迎
ふ
る
行
事
 

六
セ
 

と た 郎 を 子 四 「 話 を 衆 タど 



文 に 顛草 有 も 木 重 で 々 る や 
祀 ょ 屋 純力 最 「 」 蛙 あ で   く 以 
典れ 名 で な 倭詩 の せ る は 荷 」 上 
め ぼ 及 は る に と こ る 美 全 、 に 述 

貰 
宜 つ 

   
 

 
 

る
 「
お
ん
 じ
 

 
 

 
 

境
 と
で
あ
 

 
 

 
 

が
 周
辺
の
村
 

 
 

 
 

称
は
 、
 隣
郡
 

 
 

 
 

で
あ
る
が
、
 

 
 

 
 

「
お
と
 う
 の
 

 
 

 
 

山
の
頂
上
に
 

ぅ
 0
 百
」
と
称
せ
ら
れ
る
信
仰
の
村
袋
物
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

が
あ
り
、
 又
 

 
 

 
 

含
 も
あ
っ
て
 

 
 

 
 

あ
る
の
で
、
 

 
 

 
 

年
 の
 棟
 付
帳
 

 
 

 
 

家
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

国
字
帯
刀
 許
が
 

 
 

て
ゐ
る
 L
 と
い
ふ
の
で
あ
る
。
 

 
 

は
行
ぼ
れ
て
ゐ
な
い
。
 

四
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神
を
迎
ふ
る
行
幸
 

六
九
 

 
 

 
 

育
 委
員
会
 

 
 

）
 

（
昭
和
三
十
二
年
六
月
二
十
五
ロ
 

 
 

小
さ
れ
る
旧
家
で
 

 
 

所
蔵
文
書
に
残
 d
d
 

 
 

・
 中
庄
で
寺
 小
屋
 

る
が
、
地
方
の
宮
座
の
中
心
を
な
す
 家
 々
の
変
遷
 は
、
 同
時
に
神
社
 を
中
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

祭
 の
打
手
な
ど
 

 
 

正
 を
公
 ふ
 次
第
で
 あ

る
。
 
三
 

 
 心

と
せ
る
 

に
 変
更
が
 

あ
る
。
 な

さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
、
 降
 祀
の
古
い
形
 

本
家
の
本
拠
は
隣
村
加
茂
 村
 

、
神
典
渡
御
の
際
の
「
三
一
木
 

て
 重
き
を
な
し
た
家
と
思
は
 

部
落
 砧
 成
の
変
遷
を
も
暗
示
 に

 所
在
し
た
 

馬
 」
と
，
し
て
 

れ
る
。
 僅
払
 

せ
る
も
の
と
 が

 、
年
頭
 

重
ん
ぜ
ら
 

の
例
で
あ
 

し
て
興
味
 

を
残
す
も
 

並
び
に
田
 

口
持
 
個
 ）
 

の 



 
 

 
 

い
 か
も
し
れ
ぬ
。
そ
れ
 

 
 

 
 

 
 

り
つ
つ
、
南
は
九
州
の
は
て
か
ら
北
は
奥
州
の
 

 
 

だ
竹
 ）
は
「
ま
さ
し
く
「
捨
聖
（
 
す
て
 ひ
じ
り
）
」
 

る
 。
 

 
 

 
 

 
 

い
う
点
に
な
る
と
、
な
お
十
分
に
と
ら
え
る
こ
と
が
 

 
 

南
無
阿
 禰
 陀
仏
と
な
り
は
て
 ね
 」
（
墨
絵
ヒ
巻
十
一
）
 

 
 

著
作
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
，
す
で
に
 
姪
と
化
 

 
 

「
私
た
ち
が
彼
の
思
想
を
た
ず
ね
よ
う
と
し
て
も
、
 

 
 

く
な
い
文
献
を
て
が
か
り
に
す
る
よ
り
ほ
か
に
は
 

致
 ほ

と
り
ま
で
、
諸
国
く
ま
な
 

0
 名
に
ふ
さ
わ
し
い
人
で
あ
 

げ
る
伝
記
に
よ
っ
て
こ
れ
を
 

む
ず
か
し
め
。
周
知
の
 よ
う
 

と
、
 手
ず
か
ら
所
持
の
書
籍
 

し
て
い
る
今
日
で
は
、
そ
れ
 

  

ハ
 
4
 ）
 

し
 方
が
な
い
。
小
論
も
 、
こ
 

鎌
倉
期
浄
土
教
の
一
新
 面
 

｜
 と
く
に
」
 
遍
 上
人
の
時
間
論
を
中
心
ど
し
 

て
 

堤 
  

玄
 

コ
 
"
 
ニ
ニ
Ⅰ
Ⅰ
 

  

セ
 O
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お
き
た
い
の
 

 
 

 
 

列
の
上
に
成
立
し
て
 

 
 

 
 

る
こ
と
に
な
る
。
人
に
よ
 

 
 

 
 

い
で
も
な
い
。
ま
ず
、
 

 
 

 
 

 
 

ば
 日
本
民
間
浄
土
教
 

 
 

 
 

 
 

は
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
 

（
 
6
 り
 

 
 

 
 

ぐ
 一
遍
の
宗
教
に
、
民
俗
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
決
定
的
な
回
心
 

 
 

 
 

絵
 ヒ
巻
三
）
と
呼
ん
で
い
 

 
 

 
 

て
い
る
こ
と
も
ま
た
民
俗
 

 
 

 
 

を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
 念
 

 
 

 
 

に
 多
分
に
民
俗
信
仰
的
な
 

（
 
7
 し
 

 
 

 
 

や
 踊
念
仏
は
民
俗
宗
教
に
 

 
 

 
 

、
法
然
上
人
の
確
立
し
 

  

（
Ⅲ
 
り
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
 俺
 （
石
田
善
人
氏
 

 
 

 
 

、
 彼
の
念
仏
の
中
に
は
真
言
 

 
 

 
 

系
譜
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
が
 天
 

七
一
 

鎌
倉
期
浄
土
教
の
 一
 断面
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  台 

  
の し 地 し な " の 上 か ぬ た づ 詰 る の ら 道 こ 

て る 

天 

神 道 つ ら     

@ 
@% """  に " - '" 。 

  K@ ' た す な 記 り に 例 も   
明 宗 古 く ら 事   

」 罠 

禿   

悲歎 
述 も 祀 

慎三 、 の へ 国   

  

彼 ど り 草 さ     

顕 
  
本     

に に は お 遊 度       Ⅰ @  セ       
メて と 

て 背祀 に ら 侍 し 途 る   
い 三 %  々 関れ り 侍女   力 @ Ⅰ @@ Ⅰ 

ィ糸 て し 「 に さ 

の お 小 中 Ⅰ イキー 
        

おうす 無病たばとれ じユー プ l@ 、 



鎌
倉
期
浄
土
教
の
 
一
 断面
 

セ
三
 

と
 語
り
、
ま
た
 

聖
道
浄
土
の
法
門
を
悟
と
さ
と
る
人
ほ
 み
な
 

宅
 別
願
和
讃
 き
 

 
 

る
 

 
 

 
 

か
っ
た
と
も
 ぃ
 

 
 

 
 

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
 

 
 

 
 

に
も
と
づ
く
と
見
ら
 

く
も
な
い
。
 

彼
が
浄
土
門
の
異
義
に
対
し
て
、
 

 
 

 
 

生
す
る
事
な
ら
 

た
ず
む
 

 
 

 
 

せ
じ
と
心
に
は
 お
 

 
 

，
，
 

八
 
、
一
二
）
 

え
る
 

@
 。
 

れ
な
 

つ
と
Ⅰ
。
）
 

ぼ
尤
 

も
ふ
 

色
 の
中
に
、
た
く
み
に
封
じ
こ
 

抄
 目
に
見
え
る
平
太
郎
熊
野
参
詣
の
条
 

博
 し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
 

の
場
呑
口
に
も
こ
う
し
た
習
俗
の
影
響
の
 

へ
の
態
度
は
ど
う
考
え
て
よ
い
の
 

  

 
 

も
、
 例
え
ば
、
覚
如
二
三
セ
 0
1
 二
 二
五
一
）
の
「
御
仁
 

 
 

よ
 う
 に
、
 対
 神
祇
問
題
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
形
 
て
妥
 

 
 

な
 げ
れ
ば
解
釈
で
き
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
遍
 

 
 

一
通
の
「
こ
の
手
 は
 な
し
と
も
云
え
る
神
祇
 

で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

ゆ
 々
を
「
市
価
 
阿
禰
陀
 

 
 

 
 

ま
え
 ち
 も
の
で
な
か
つ
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七
四
 

 
 

 
 

代
の
習
俗
が
そ
 う
 さ
せ
た
 

 
 

 
 

局
 い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
 と
 

 
 

 
 

的
な
も
の
と
む
す
び
っ
き
 

 
 

 
 

賀
古
 の
数
倍
 沙
 禰
な
ど
、
 

 
 

 
 

 
 

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
 

 
 

 
 

一
面
そ
の
 非
俗
性
と
、
そ
 

 
 

 
 

今
 、
人
々
の
 
奪
散
き
 

 
 

っ
た
ら
し
い
」
（
 

3
 
I
 
 

し
 
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

間
 浄
土
教
と
多
分
に
か
 

 
 

 
 

通
過
し
、
そ
れ
を
発
展
 

展
開
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
 い
 わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

 
 

十
一
参
照
）
。
 

彼
 ば
そ
の
 修
 

 
 

 
 

「
 
襄
壮
駄
 
ヒ
下
五
八
）
と
述
懐
 

 
 

 
 

興
味
を
離
れ
な
か
っ
た
 

 
 

 
 

て
 ・
そ
こ
に
彼
が
西
山
 義
 

 
 

 
 

体
系
に
お
い
て
す
ぐ
れ
た
も
 

 
 

 
 

向
 と
の
、
大
体
二
つ
の
方
向
 

 
 

 
 

開
会
的
立
場
に
立
つ
も
の
で
 

 
 

遍
に
 及
ば
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
論
ず
べ
 

き
 こ
と
も
多
い
が
・
 
紙
数
に
制
限
が
あ
る
の
で
 

別
 

7
4
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急 逝 こ 表 

「」 実にず き 、 べと た を さか れつ 
に 著 問 い 論 " て 

倉 遍 さ の 鎌 一眼 題 。 ・寿一馬 き 潟板 
期 は れ 所 れ 上 大 二 
浄   、 在 

玉 主 た 。 人学 が め 

私 、 河   ら ば 鎌 野 
ン コ ン 、 合 憲   に そ 期 首 

室 す の 浮 助 
    車 上 敦 
系 拡 c 見 教 授 
の め に の は 
市尹 Y 、 4% 敬 最 『 
土 

  

， 思 、 、 Ⅰ @ 良 ョ Ⅱ 哲学 丹 ・ 反し 後的 

想 野 た 展 研 
@/ 氏 の 閑 宅 
大 の で 者 L 
う京 色 所 あ と 第 
時 論 る し 三 

間 を が て - 九 
一ノ Ⅱ " ン 叩 @  '" 冊 百 ぉ 、 俘 囚 
ヰど @ 一 一 Ⅰ 百 や 上 号 
綜 し や 偲、 に 
合 て 所 想 、 「 
統 お 
  

見 と 鎌 
  を 大 倉 

す う 。 
異 来 期 

る に 時 俘 

""" -' Ⅰ ， 且 Ⅰ 

場 ち す る論敦 開ナ - 
@% 点 、 と の 
土 民 が の 時 
つ は な 綜 問 
Z, ト   
と 遍 い合論 で統 白り 

Ⅰ「 の も - 展 
い 

セ 五覇 （ わ 」ない を井 ュ 1i 四 M 
が ，、 ゆ           し と 

  
Ⅱ 甘   ら と ， 題 

少 げ す 

番 0o  「 当 し た ろ 

刀 ) 

  
Ⅰ。     

わ て り る に 

  

心抽独頂遍 も と 宗、 : 
に じ な は の 、 も 敦 ） 

か て り 。 宗 あ か に 
ん あ 。 「 教 る く お 
が た そ 万 に い と い 

え ら ひ 事 ぼ ぼ し て   

め り き は ま に を べ 
た 」八 ず な お の き 
ぃ 宍 な 、     

と わ て お る 雄風 
いが 、 り 絶的格   

ろ て 一 息 の こ こ 

に 念 な 想 、 立 と と 
あ 傲 る ぼ 揚た で 
る 申 を 複 と け あ 
と が 、 離 相 は る 
見 死 死 な 通 た   
ら す す 様 ず し 彼 
れ る る 相 る か が 
よ に と を と で 由   

下 な な い れ そ 化学   
  

ら も と ま 。 席 と 



セ
六
 

 
 

 
 

思
想
の
流
れ
が
・
 如
 

 
 

 
 

は
円
 念
々
 不
捨
者
口
 

 
 

0
 。
」
（
河
野
氏
論
文
四
五
頁
）
 

 
 

 
 

 
 

余
 な
り
。
初
め
の
一
念
 

 
 

 
 

 
 

0
 面
無
何
 %
 陀
仏
の
外
 

 
 

 
 

す
な
 

、
、
、
、
，
、
、
 

は
ち
一
念
な
り
」
 

 
 

 
 

綜
合
統
一
に
お
い
て
 成
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
そ
し
 

 
 

て
は
 次
の
よ
う
な
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

に
も
行
為
的
主
体
性
 

 
 

 
 

ヮ
 
0
 主
体
的
 業
 な
く
し
 

 
 

 
 

の
水
平
化
に
あ
る
の
 

 
 

 
 

釆
は
 神
体
に
し
て
、
 

 
 

 
 

四
頁
）
 

 
 

 
 

天
台
の
そ
れ
を
基
体
 

と
す
る
払
の
よ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

」
で
あ
る
と
い
え
る
 

 
 

 
 

。
し
ば
ら
く
こ
れ
を
 原
 



 
 

 
 

は
 、
 三
 物
相
合
の
即
、
 背
 

 
 

 
 

が
 、
し
か
し
、
を
こ
に
は
 

や
は
り
現
実
は
た
と
い
未
完
で
ば
あ
る
と
い
つ
て
も
、
 

 
 

0
 こ
と
を
予
想
す
る
も
の
 

 
 

 
 

に
は
、
そ
の
ま
ま
に
 円
 

 
 

 
 

な
 現
実
は
、
観
想
に
お
 い
 

セ
セ
 

鎌
倉
期
浄
土
教
の
 
一
 断
面
 

あ し 所 で 完 ど げ は が 脈 理 
る 、 の あ 会 す う れ な ゆ さ 思 白 9 

。 本 、 、 る で な い ぽい え れ う に 
そ 来い飲 。 あ わ う な で に て に 考 
こ 毘、 み だ り ち 彩 ら あ 未 い 、 え 
で 盧 、 度 と   ・ に ぬ る 完 な も て 
ぼ 遮 、 い え 円 「 お 等 う な け し め 

「 那 、 食 は 融 合い だ 。 る れ 「 た 

  

瞬 の、 い 宗 し し あ で な な ら の 

                                    妄 「 で ・ 実 

  
  

る あ ・で 念 る 、 お ろ 速 か   」と 三を朝（介爾 、 」を 力滝 こ ： の ょ もし 

も 倉 三 。 る お え 今 。 完   

本子の一 ・三千「 とき ると れがの ら」そ で の よ 又 」の フ 。 そ 

し 「 そ 刀ュ 

    4% 栓汁 「 今 お ヵりほ 力Ⅰ三）とⅠ L 、 采 方 ， Ⅰ ， @ ごさ ww 、 ほれ」 ら " は 今 」 」 の 
た ぃ 十 刹、 れ て ぽ 充 「 は も 

と ね の ガ 0 、 ろ は " 凡 水 可 つ 
い れ 妙 に と   そ さ 遠 城 持 

未 6 法 起 す 本、 れれ の 的 間 
断 も ． を 動 る 来、 は て 今 で性 
惑 の 典 す 立 的、 一ぃ 」 あ が 
の で 足 る 場 に 、 体 な で る 克 
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あ 遠 も よ あ そ も 否 ち 法 遠 な で ひ と て 

る す の の う る の い と 定 い 然 の 現 あ と を は 

七
八
 

 
 

 
 

に
 高
め
ら
れ
 ヰ
 
。
 こ
 

 
 

 
 

実
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

醜
悪
さ
を
露
呈
す
る
 

 
 

 
 

あ
る
。
こ
の
よ
 う
 

 
 

 
 

し
た
り
、
或
は
「
 永
 

 
 

 
 

い
と
い
え
よ
 -
 
ゥ
 。
 

 
 

 
 

を
こ
え
て
 矯
慢
 に
お
 

 
 

 
 

「
永
遠
の
今
」
を
 

 
 

 
 

ぼ
 な
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

「
永
遠
の
今
」
と
 

ぅ
 べ
き
立
場
は
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
 ね
 ち
、
 

 
 

を
す
 な
お
に
認
め
、
 

 
 

 
 

否
定
が
即
肯
定
で
 

 
 

 
 

だ
る
と
考
え
ら
れ
 

 
 

 
 

実
の
本
源
に
か
え
る
 

 
 

 
 

よ
，
ゥ
 

2
 局
 女
の
 
「
 水
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蓮
の
 原
子
」
で
 

 
 

 
 

が
 死
し
て
 甦
 え
る
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一
 一
 

 
 

 
 

ま
れ
た
い
と
ね
が
ユ
一
 が
 

 
 

 
 

こ
の
か
た
、
つ
ね
に
 没
 

 
 

 
 

で
あ
 -
 
り
、
ホ
 か
る
現
実
 

 
 

 
 

か
 ・
 
り
 -
 
れ
な
く
、
彼
の
願
 
力
 

鎌
倉
期
浄
土
教
の
 
一
 
断
面
 

セ
九
 

 
 

 
 

ぽ
、
 

 
 

 
 

界
 の
か
な
り
と
。
 是
 

 
 

 
 

名
利
の
当
心
を
顧
み
 

 
 

 
 

有
っ
て
更
に
菩
提
、
心
の
 

取
る
べ
 き
 無
き
を
や
。
」
 宅
学
 適
用
心
 集
ヒ
 

 
 

ぶ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
、
 

 
 

 
 

。
」
 宅
 正
法
眼
 蔵
 ロ
天
 

億
，
 

在
 
"
 ）
 

 
 

水
連
 の
 Ⅰ
」
 *
 
仏
の
で
十
の
る
。
 

 
 

 
 

観
想
性
の
克
服
と
い
 

 
 

 
 

児
な
し
た
い
も
の
で
あ
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
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八
 O
 

 
 

 
 

の
 完
成
 は
 、
未
来
 

 
 

 
 

は
あ
く
ま
で
も
 厭
 

 
 

 
 

め
る
が
）
。
 

よ
 

一
 %
@
 

魍
は
舌
ロ
 
ぅ
 。
 

 
 

 
 

。
我
も
此
の
法
 

 
 

 
 

り
て
人
を
損
ず
 

 
 

 
 

な
り
。
 此
界
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

傍
屯
 私
に
加
 ぅ
、
 

同
じ
）
 

 
 

え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

身
を
観
ず
れ
は
八
の
泡
 
油
ぬ
 -
o
 
後
は
人
、
も
た
 -
 
し
 

命
 を
お
も
へ
ぼ
何
の
由
 
@
 
 。
 ，
｜
 

じ
 

Ⅱ
 入
 よ
こ
ぞ
と
ど
ま
ら
ぬ
 

  

 
 

聖
道
浄
土
の
法
門
を
悟
と
さ
と
る
人
は
み
な
 

 
 

 
 

ほ
 げ
る
 

れ
 

 
 

㏄
 

に
浄
 

い
す
 

門
を
 

べ
き
 

中
 に
 

以
下
 



 
 

（
「
 

m
w
 

一
駅
 

-
W
%
 

損
 」
）
 

 
 

な
 

 
 

 
 

」
に
ぼ
か
な
ら
な
か
 

 
 

 
 

。
し
ぼ
ら
く
、
彼
に
お
 

げ
る
「
往
生
」
の
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
。
 回
く
 ・
 

 
 

 
 

、
わ
が
機
の
信
不
信
 

 
 

 
 

 
 

陀
仏
、
を
 
と
 な
へ
て
 息
た
 

 
 

 
 

「
語
録
目
上
、
消
息
 

法
 五
 
%
 

 
 

 
 

も
な
い
。
し
か
し
、
 

 
 

 
 

い
へ
 ど
も
、
心
ば
す
で
に
往
生
を
途
 て
 浮
上
に
あ
り
」
 
宍
 語
録
し
下
。
二
九
）
 

 
 

て
 語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
日
く
 、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
り
。
往
生
と
い
ふ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

終
の
往
生
な
り
。
 
臨
 

 
 

 
 

 
 

な
し
 0
 三
世
帯
 慎
め
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
り
、
念
々
往
生
な
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
世
す
な
は
ち
一
念
な
 

 
 

い
か
。
し
か
も
、
 

鎌
倉
期
浄
土
教
の
 一
 断
面
 

八
一
 

81 



 
 

 
 

 
 

 
 

顕
一
切
臨
終
時
と
言
 ふ
 な
り
。
」
 宙
セ
 八
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

も
 

 
 

 
 

口
 
円
イ
 

一
入
 

@
 

 
 

 
 

 
 

「
 今
 」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 

彼
は
言
 う
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

号
 

な
り
。
決
定
の
信
を
た
て
 ム
 往
生
す
べ
し
と
め
は
 ビ
 。
 

 
 

同
 

 
 

0
.
 
、
 
ぼ
り
」
間
三
 
芭
 

 
 

 
 

 
 

て
一
切
の
事
を
 ょ
，
 
て
ふ
 巾
 念
仏
こ
そ
、
肺
胞
超
世
 の
 

 
 

 
 

華
 
Ⅰ
 

 
 
 
 

 
 

で
、
 

 
 

」
（
 目
 
・
五
明
 

山
川
」
 

-
 
上
 、
消
 自
ザ
 
仁
ま
 
叩
 ）
 

も 悪 ;. 本 お に @%  4 ま 
  の、 願 そ 名 よ 名 

念 ぢ ㌃ @%  る 号 0 号 
仏 界、 ば ム に て な 
な 持、 ホ 心 よ 往 り 

ら ・ 浄 ) な き り 生   
ず 土 、 ひ も て す し 
と な ・ 候 ， す 往 る か 

直 の そ こ 即 取 
下 「 ね め ち る 
永 永 は 名 倉 
者 達 「 芳 念 

な 
り 

と の 「 に の 

し 余 念 全 往 故 
て 」 々 領 空 @ グ @ 

の と 偏 さ で ト 。 
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こ
れ
は
、
称
名
の
 
ェ
ク
 

彼
の
言
お
 う
 と
す
る
所
は
 

「
念
仏
の
下
地
を
つ
く
 

の
も
ち
ゃ
う
も
往
生
せ
 

と
い
う
を
見
れ
 ば
 あ
き
ら
 

来
 的
な
あ
り
方
で
あ
っ
た
 

「
 本
 よ
り
 已
 来
、
自
己
 

ぼ
所
 因
も
な
く
実
体
も
 

「
今
、
他
力
不
思
議
の
 

が
 水
を
の
み
、
火
が
火
 

の
 一
念
に
ま
 ょ
 ひ
し
ょ
 

 
 

る
 七
仏
 
れ
ノ
 
。
こ
れ
を
 日
牡
ヵ
 

ず
 」
（
同
一
四
）
 

南
無
阿
 陀
爾
仏
 こ
そ
が
 

ら
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
 

彼
の
指
し
示
そ
う
と
す
る
 

5
 事
実
。
１
１
町
 滅
 ・
 未
 

る
 現
実
が
そ
の
ま
ま
に
 眞
 

鎌
倉
期
浄
土
教
の
 一
 

 
 

7
 」
を
支
点
と
し
て
、
衆
生
は
そ
の
本
源
に
た
ち
か
 え
 

 
 

 
 

り
に
生
死
な
き
を
い
ふ
」
と
の
こ
と
ぼ
を
聞
く
と
 き
 、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

断
面
 

八
三
 

 
 

ら
せ
る
こ
と
を
 説
 く
よ
 う
 に
も
み
え
る
 o
L
 

か
し
、
 

決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
 下
 六
九
）
 

 
 

 
 

 
 

た
の
で
あ
る
。
即
ち
 、
 

 
 

 
 

 
 

な
し
。
 本
 不
生
な
り
し
尚
一
 セ
 ）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

㏄ 



  
る
の
で
あ
る
 

こ
と
な
し
」
 

し
か
し
Ⅰ
 

「
Ⅱ
 

几
 
Ⅰ
Ⅱ
Ⅰ
 

て
 t
 
目
 

七
 .
 万
法
 

心
彼
 を
 、
 

（
 同
セ
 二
）
 

 
 

て
 、
す
べ
て
 

を
見
い
だ
し
 

 
 浄

土
の
も
つ
 

「
往
生
と
 

と
曲
而
 つ
て
い
 

わ
れ
わ
れ
 

ゆ
え
に
、
 
未
 

い
 。
そ
れ
は
 

わ
れ
は
親
鸞
 

聖
道
門
的
偏
 

 
 

 
 

る
 。
そ
し
 

 
 

 
 

の
 「
 ム
 「
」
 

 
 

 
 

の
と
き
、
 

其
体
性
の
意
義
を
見
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
が
「
 

 
 

を
 往
生
と
い
ふ
な
り
」
（
 同
 四
一
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

其
体
性
の
 

 
 

 
 

の
で
は
な
 

 
 

 
 

を
 、
わ
れ
 

（
 
肝
 ）
 

 
 

 
 

き
ら
か
に
 

 
 

 
 

れ
ば
 な
ら
 

八
四
 

。
ま
さ
に
こ
 化紅
柳
緒
ご
 
に
も
比
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

ず
と
ぃ
ふ
 

な
の
で
あ
る
。
 

 
 

か
に
も
つ
。
 
日
く
 「
 

 
 

 
 

 
 

 
 

成
ず
る
な
 

 
 

 
 

切
 衆
生
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

公
 な
り
。
 し
 

綴 



八
五
 

8
5
 

鎌
倉
期
浄
土
教
の
 
一
 断
面
 

な
い
。
た
だ
、
最
後
に
・
浄
土
教
的
立
場
か
ら
 ぃ
 

（
 
㎏
）
 

れ
 

の
 「
捨
て
て
こ
そ
」
と
い
う
問
題
を
と
り
あ
げ
て
 

「
捨
て
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
自
律
的
な
も
の
 

な
る
自
律
に
と
ど
ま
ら
せ
な
い
も
の
が
「
他
力
不
 

あ
る
。
彼
が
「
浄
土
門
は
「
 此
 身
を
こ
と
に
置
な
 

ス
三
と
い
う
意
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
 

か
 ら
 い
え
 ぽ
 な
お
コ
心
界
に
加
へ
る
」
も
の
で
あ
 

し
 、
一
切
の
コ
倍
と
さ
と
る
」
こ
と
を
も
放
下
 L
 

の
で
あ
る
 0
 こ
の
「
捨
て
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
 

な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
こ
の
「
捨
て
る
」
と
い
う
こ
 

軌
で
ュ
ぎ
 
Q
 。
だ
が
、
そ
の
「
 括
 」
は
、
究
極
的
に
 

ほ
か
に
「
別
に
「
 捨
 」
 ぼ
 な
 い
 は
ず
で
あ
る
。
 と
 

を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
に
お
い
て
ほ
「
名
号
 

て
 お
の
ず
か
ら
「
捨
て
る
」
こ
と
の
実
現
が
は
た
 

現
す
る
た
め
の
唯
一
の
道
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
 Q
 

相
似
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
 

祀
 仏
教
が
脚
下
を
照
 願
 す
る
こ
と
に
よ
っ
て
 徹
 

も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
一
遍
の
宗
教
は
 、
名
 

 
 

絶
対
現
在
を
証
し
ょ
う
と
す
る
 

 
 

 
 

と
に
よ
っ
て
、
「
身
心
を
放
下
 

 
 

る
こ
と
の
例
証
と
し
て
、
 彼
 

お
こ
う
。
 

 
 

と
い
う
こ
と
の
自
律
性
を
単
 

 
 

称
名
の
実
践
が
あ
っ
た
わ
け
で
 

 
 

の
も
、
じ
つ
は
「
 捨
 て
て
 乙
 

 
 

い
う
こ
と
も
・
「
捨
て
て
こ
そ
 
し
 

 
 

0
%
 

陀
の
他
者
性
を
も
否
定
 

 
 

に
 彼
の
究
極
の
境
地
が
あ
っ
た
 

 
 

な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ぬ
 ぽ
 

と
が
、
や
は
り
聖
道
門
的
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
 「
 捨
 此
彼
 彼
 」
は
浄
土
教
の
通
 

 
 

仏
の
本
願
を
信
ず
る
こ
と
の
 

 
 

極
 的
な
 、
よ
 り
能
動
的
な
意
味
 

 
 

号
 に
全
領
さ
れ
る
こ
と
に
 ょ
っ
 

 
 

と
こ
そ
「
捨
て
る
」
こ
と
を
 実
 

 
 

と
す
る
 祀
 仏
教
と
あ
ま
り
に
も
 



 
 

の
 引
用
は
同
書
に
よ
る
）
 

 
 

研
一
九
）
 参
招
 

 
 

 
 

の
 研
究
，
一
ヨ
一
遍
上
人
の
 

研
究
 ヒ
 所
収
）
孝
昭
 

 
 

 
 

頁
 以
下
）
の
発
表
に
 

 
 

百
三
日
念
仏
と
ふ
か
い
か
か
わ
り
を
も
つ
こ
と
を
示
唆
 十
 ，
 
る
も
 の
で
あ
り
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
 展
開
」
所
収
）
三
一
八
頁
 

 
 

 
 

山
 修
一
氏
「
神
仏
 

習
合
思
潮
 レ
五
セ
頁
 以
下
 

（
 
7
 ）
井
上
氏
、
前
掲
善
二
五
 セ
頁
 

（
 
8
 ）
 
同
右
 、
三
四
五
頁
 

 
 

一
一
一
六
頁
 

而
 ）
石
田
氏
、
前
掲
論
文
二
 一
セ
頁
 

 
 

 
 

㌍
に
よ
っ
て
明
ら
 

 
 

 
 

な
ら
ぬ
。
 と
 

 
 

 
 

の
 思
想
を
源
 

 
 

 
 

の
ほ
か
に
 

 
 

 
 

あ
る
。
 
 
 

 
 

両
者
は
あ
ま
り
に
も
 近
 

 
 

五
ゼ
 ・
六
・
一
 
0
 改
稿
）
 

㏄
 

ハ
ハ
 

穴
 エ
ハ
 



鎌
倉
期
浄
土
教
の
 一
 断
面
 

八
七
 

ラ
 ）
日
親
鸞
聖
人
 御
 消
息
 集
し
 第
四
通
 

 
 

二
五
頁
以
下
孝
昭
 

 
 

其
の
性
格
」
 
一
セ
 真
蓼
 昭
 

元
 ）
石
田
氏
、
前
掲
論
文
二
一
四
頁
 

元
 ）
福
田
発
 頴
 大
僧
正
㍉
天
台
 学
 概
論
 ヒ
二
 二
三
頁
 

 
 

 
 

学
報
国
 0
 ）
に
閲
読
 

し
て
あ
る
。
 

 
 

 
 

上
 、
消
息
法
語
）
。
 

 
 

 
 

が
 尊
敬
し
た
 し
 

 
 

 
 

す
す
め
た
の
に
 

 
 

 
 

い
て
は
㍉
 語
 銀
も
 

下
の
六
・
四
四
等
参
照
。
 

  

87 



序
 

 
 

年
の
奥
書
を
有
す
る
 
円
 神
代
記
 ヒ
は
 、
巻
首
に
 、
 

座
摘
津
 職
住
吉
大
祀
 司
解
小
 言
上
伸
 代
 記
事
 

合
従
三
位
住
吉
大
明
神
大
祀
神
代
記
 

序
 
佐
吉
神
代
記
に
つ
 

一
神
の
意
味
 

二
日
祀
の
起
源
 

三
天
照
夫
祠
の
性
格
 

四
 
佳
音
 三
 祀
の
性
格
 

五
々
 ガ
シ
ソ
 
の
伸
 

大
仏
教
 造
像
 思
想
ど
 

結
語
 

い
て
 

現
神
 

住
吉
神
代
記
の
 禧
観
 念
 

八
月
 

@
 

実 



 
 

 
 

地
 直
一
樽
 士
 解
説
 複
 

 
 

 
 

筆
者
は
田
中
氏
 写
眞
版
 

 
 

僻
 せ
ら
れ
た
い
。
 

 
 

若
巻
二
 、
明
治
三
十
一
年
 

 
 

田
中
 卓
氏
日
 住
吉
大
社
神
代
記
」
昭
和
二
十
六
年
等
。
 

社
 、
上
巻
、
三
 ゼ
 二
頁
、
明
治
三
十
三
年
 

 
 

一
二
頁
、
明
治
三
十
二
年
 

 
 

 
 

昭
和
 セ
年
 

宮
地
直
一
博
士
写
真
複
製
版
解
説
昭
和
十
一
年
 

 
 

 
 

は
、
 紀
の
引
用
で
あ
 

 
 

 
 

大
上
八
一
、
六
 

 
 

 
 

年
下
目
 趙
 。
 

 
 

料
 で
あ
る
。
 

 
 

 
 

体
で
あ
っ
て
、
日
本
 

住
吉
神
代
記
の
神
観
念
 

八
九
 

89 

 
 

 
 

を
 参
考
と
し
て
編
述
 せ
 

（
 
9
0
 
）
 

ら
れ
た
縁
起
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

の
 素
材
に
よ
り
「
 少
 ：
 

 
 

 
 

の
 成
立
に
か
上
る
円
 
従
 

住
吉
現
神
大
神
頭
 
座
祀
縁
記
 （
原
典
 
一
 
2
 四
行
）
 

 
 

 
 

式
 の
文
書
で
あ
る
こ
 



（
 
ア
令
 

）
 

  

 
 

 
 

「
紳
の
語
源
が
上
に
あ
 

 
 

  

  

 
 

 
 

 
 

如
く
、
 
甲
類
 の
 称
 ・
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

 
 

て
ノ
ぎ
 

 
 

 
 

。
寛
喜
二
年
 

 
 

 
 

は
 降
の
も
の
 

 
 

 
 

は
む
し
ろ
 

逆
に
考
え
た
い
。
 

Ⅰ
神
の
意
味
 

 
 

む
 

よ
 り
古
体
と
認
め
ら
れ
、
楽
章
類
語
 
抄
 

 
 

む
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

楽
歌
 

9
0
 

九
 O
 

 
 

 
 

フ
 た
長
毛
玉
 

 
 

 
 

っ
 ，
 Z
 日
ヰ
 
や
 

 
 

 
 

：
天
平
王
 

年
の
引
用
に
は
な
お
疑
が
あ
る
。
 



口
 三
九
二
番
）
 

 
 

往
古
神
代
記
の
神
観
念
 

九
一
 

 
 

と
士
夕
べ
て
中
細
 

朋
 の
日
華
末
口
 

れ
ば
、
仕
 Ⅰ
七
口
詞
の
日
柳
 

ヰ
沖
 
L
 

ろ
で
こ
の
 
円
祀
 L
 
 
の
円
み
 L
 

方
柱
朱
実
 

 
 

力
み
 

 
 

の
 通
説
を
否
定
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
て
み
 

 
 

紳
 概
念
レ
径
 下
 す
も
の
と
考
え
ぬ
 ぽ
 な
ら
ぬ
 0
 と
こ
 

 
 

巻
 十
八
（
四
一
一
一
希
）
 

 
 

日
 ・
 家
持
 

 
 

午
勝
宝
セ
年
 
（
下
ロ
・
 

ふ
と
 
二
月
防
人
歌
 

 
 

色
目
の
表
記
 は
 

    

 
 

古
事
記
 
巻
 一
・
二
 

ぬ
徽
（
 乙
 ）
 

 
 

日
本
書
紀
 
巷
一
 

加
徴
（
 "
 ）
 

 
 

日
本
書
紀
 
巻
十
 

続
日
本
紀
 巻
 十
五
 

可
未
 
7
 
）
 

 
 

ガ
薬
業
 
巻
五
 

町
屋
（
 "
 ）
 

 
 

巻
 十
四
・
十
五
・
十
八
 

可
未
 
（
 "
 ）
 

 
 

巻
十
セ
 

加
来
（
 "
 ）
 

 
 

巷
 十
七
・
十
九
 

加
味
（
 こ
 

 
 

意
味
の
日
ヵ
ミ
ヒ
は
 、
 

古
事
記
 
巻
二
 

如
実
（
 中
 ）
 

力
業
葉
巻
 
五
 ・
十
四
 

加
美
 
（
 巴
 

巻
 十
四
 

如
実
・
可
菜
（
 中
 ）
 



意 つ   
味 い 佳 Ⅳ Ⅲ Ⅱ 1 は（ 祀 

  

 
 

 
 

、
ロ
 ・
の
・
ホ
ル
ト
 

7
 ）
 

山
本
信
哉
 博
モ
 に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
十
二
に
分
類
し
、
 
更
に
女
の
四
組
に
ま
と
め
て
い
る
。
 
了
 

%
 詮
 。
た
と
え
ば
「
醸
む
」
「
か
も
す
」
 
説
 。
 

カ
ガ
 

「
 光
 」
「
 鏡
 」
「
 日
 」
「
 火
 」
に
関
連
す
る
語
源
。
 

ウ
ヘ
 

 
 

「
 上
 」
「
 守
 」
を
意
味
す
る
「
 上
 」
 詮
 。
 

ク
シ
ビ
 

 
 

観
念
と
結
び
つ
く
語
源
。
 

 
 

 
 

紳
 観
念
の
内
容
に
 

 
 

 
 

が
 、
次
第
に
 

 
 

 
 

 
 

集
 第
四
冊
一
九
二
頁
、
昭
和
十
二
年
五
月
 
講
 ）
 

 
 

 
 

」
に
よ
っ
て
こ
の
 説
 

を
 立
て
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

伍
し
 

 
 

頁
 、
明
治
四
四
生
・
）
 

ゆ
く
事
実
を
見
れ
 
ば
 、
奈
良
 末
 よ
れ
平
安
に
か
け
て
「
 

 
 

見
ら
れ
て
い
る
。
 

（
四
三
九
一
番
）
 

 
 

（
四
四
 
0
 二
番
）
 

 
 

 
 

単
に
地
方
的
 
昔
韻
の
 

 
 

 
 

 
 

」
（
同
韓
神
）
等
と
な
り
 

九     



佳
吉
 神
代
記
の
神
観
念
 

九
三
 

れ
は
「
船
木
等
本
紀
」
の
 

大
八
 嶋
国
 の
 天
 

を
城
 一
 
：
後
代
  

 の
験
の
為
に
、
 
謄
 的
山
 
め る 

…
、
，
 

長
屋
 

、
・
 

燕
 下
 
二
百
 ：
 
皓
き
 

サ
と
 
-
1
 

。
 
7
 
サ
ノ
 

白
木
坂
の
三
枝
 墓
 に
木
 

砧
木
の
遠
 つ
神
、
 

ナ
 ・
ホ
ク
 れ
 
@
 

大
円
円
 紳
 な
り
。
 

般
を
納
め
置
く
。
（
四
五
 

 
 

此
の
神
の
造
作
れ
る
 貼
一
  
 五

 2
 四
五
 セ
 ）
 こ
   

 
 

 
 

い
 や
る
 

0
 

（
 ウ
 
Ⅰ
）
 

（
 
0
0
 
）
 

（
 9
 
 
）
 

 
 

頁
 ）
 

 
 

 
 

日
田
。
 

目
 
0
 
の
の
・
 

円
 0
 
片
せ
 

0
.
 
 

の
 
0
 
で
 
ゴ
団
 
C
 監
 せ
の
Ⅰ
 

ゑ
億
 
Ⅱ
 

 
 

定
を
紹
介
し
て
い
る
。
韻
鏡
に
 

ょ
 れ
 ば
 

徴
 ・
 
未
 ・
 
味
 ・
 
尾
 （
 
乙
類
み
 
）
 

 
 

美
 （
 
甲
類
 、
 
、
、
 

）
 

 
  

 

 
 

落
し
て
、
 
上
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

土
民
し
て
い
る
。
 

二
日
神
の
起
源
 

㏄ 



 
 

 
 

肺
 呂
の
歌
四
百
 は
 

 
 

自
認
 
-
 （
十
二
ご
甲
 

戊
 。
 遣
 "
 

使
葬
ニ
 

長
屋
王
、
吉
備
内
親
王
 

屍
 松
生
馬
 

m
 ご
 

 
 
 
 

 
 

る
 田
中
生
氏
の
考
証
に
 

 
 

 
 

（
 
田
 
-
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ
ワ
フ
ネ
 

 
 

並
 皇
子
 
演
 官
長
歌
（
戸
口
・
 

お
 。
 

 
 

 
 

の
の
の
何
 

%
 二
 
「
一
九
九
）
 

九
四
 

 
 

 
 

し
 奉
り
て
・
即
ち
 

 
 

 
 

 
 

 
 

語
っ
て
い
る
の
で
あ
 

 
 

 
 

降
の
事
で
あ
る
。
 宙
机
 94 



  

 
 

香
毛
芳
 葉
巻
 三
 、
二
九
二
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
岡
谷
 三
 、
二
九
三
 

 
 

 
 
 
 

三
 、
二
九
五
）
 

 
 

  

一
七
千
 

,
 キ
 
@
 
ヒ
ノ
 

 
 

 
 

 
 

奪
 は
 、
 

イ
カ
ル
 
ガ
ノ
タ
ケ
 

 
 

巻
五
 「
天
孫
木
記
）
 

 
 

 
 

 
 

証
し
・
 
且
 

 
 

 
 

の
 モ
テ
ー
 

可
能
性
が
想
定
せ
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ァ
 亡
八
重
 

 
 

 
 

 
 

 
 

孫
 亡
命
 が
 

 
 

（
Ⅱ
 
-
 

 
 

 
 

の
 条
に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

天
照
ら
 

 
 

 
 

 
 

を
 放
ち
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
新
し
い
宮
廷
の
信
仰
な
の
で
ば
あ
る
ま
い
 

 
 

 
 

の
 大
八
 

 
 

単
月
 想
げ
 、
意
外
に
民
間
信
仰
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
・
 天
牛
以
降
 

九
五
 

住
吉
神
代
記
の
神
観
念
 

洲
 支
配
を
 プ
 

に
至
っ
て
 

天
磐
結
 に
乗
 

っ
 古
名
を
存
 

フ
が
 生
れ
る
 

・
 
"
 
圭
 
1
 
。
 
，
 
。
，
，
 

掻
 別
冊
来
る
 

降
臨
す
る
 形
 

す
 大
神
の
坐
 

飼
ひ
き
。
 

で
あ
ろ
と
い
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承
 に
よ
る
と
い
う
よ
 

 
 

 
 

る
 。
 

り
，
 

 
 

 
 

定
説
の
如
く
な
れ
 

ば
 

 
 

 
 

、
高
天
原
よ
り
神
託
に
 

目
ノ
丁
 

 
 

 
 

降
る
紳
の
話
は
 

、
 

 
 

島
 郡
の
註
は
 

、
 

 
 

 
 

し
 、
さ
と
し
賜
ふ
 

命
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

@
 

 
 

 
 

で
あ
っ
た
こ
と
 

 
 

 
 

を
 示
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

壁
画
 

 
 

 
 

原
田
大
六
 

㏄
 

九
六
 



 
 

 
 

住
吉
神
代
記
の
神
観
念
 

 
 

九
セ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

紀
を
引
用
し
・
熊
襲
を
 

タ
モ
 

 
 

 
 

の
 伝
承
が
、
住
吉
の
所
 

 
 

 
 

）
に
飛
ぶ
の
で
あ
っ
て
 

み
れ
ば
、
記
紀
の
プ
ロ
ッ
ト
た
る
天
孫
降
臨
説
話
 

は
 「
 

 
 

 
 

 
 

耶
肝
 

イ
ザ
ナ
 
キ
 

 
 

 
 

神
 ）
が
生
れ
・
大
で
左
 

（
 
丼
 
十
）
 

（
 
工
 
-
 
へ
 
り
）
 

 
 

吉
が
 大
陸
通
交
の
門
戸
で
・
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

な
る
の
は
、
 

 
 

二
ギ
 が
 導
入
さ
れ
る
可
能
性
を
見
た
い
。
 

 
 

翼
 四
二
 /
 六
四
頁
 

 
 

頁
 ?
 九
頁
 

三
 、
天
照
大
神
の
性
格
 

柳
田
国
男
「
妹
の
 力
 」
 5
 つ
ぼ
舟
の
話
 

 
 

 
 

 
 

臨
説
話
の
祖
形
と
も
 

昭
和
三
十
年
。
（
第
二
図
）
 

（
 
佗
 
）
三
品
 彰
英
 
「
田
畔
神
話
伝
説
の
班
 完
 」
昭
和
士
入
牢
 

「
神
話
と
文
化
境
域
」
 

  



  

九
八
 

 
 

 
 

で
あ
り
、
父
ム
逸
遊
 

騰
尊
ハ
ょ
 

・
 
サ
ヵ
 
リ
ノ
 

 
 

 
 

し
 、
住
吉
 記
が
 
「
三
軍
 

 
 

深
い
。
 

 
 

 
 

、
住
吉
二
伸
 が
 神
功
 

 
 

ホ
ム
タ
ノ
 

 
 

 
 

る
と
い
う
、
 
紀
記
 と
は
 別
 

 
 

 
 

説
話
と
し
て
、
広
く
 民
 

（
 
憶
 @
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

学
 で
あ
る
と
す
る
な
 

 
 

 
 

語
 で
あ
る
と
も
見
ら
れ
 

 
 

 
 

薄
 と
な
る
と
見
る
べ
き
 

で
は
あ
る
ま
い
 
か
 。
 

（
Ⅱ
）
 

住
吉
 記
 に
現
れ
る
天
照
大
神
は
「
広
岡
大
神
と
し
て
・
 

 
 

 
  
 

 
 

（
 
鵬
 ）
 

と
 解
読
せ
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

ナ
ガ
ラ
 
フ
ナ
 
セ
ノ
 

長
柄
船
瀬
木
記
、
 
為
 奈
河
、
木
津
Ⅲ
の
段
に
 よ
 れ
 ば
、
 

 
 

武
庫
川
の
女
神
は
・
 

フ
ム
 

 
 

 
 

 
 

て
の
川
の
芹
 草
 を
む
し
り
 

 
 

 
 

九
一
で
四
九
九
）
 
と
伝
 

え
る
。
 

9
8
 



九
九
 

住
吉
神
代
記
の
神
観
念
 

9
9
 

 
 

 
 

 
 

か
く
れ
た
る
も
の
、
 

記
紀
に
よ
 

て
、
阿
曇
 連
 

の
 祀
 と
し
て
 

大
唐
国
 

新
羅
国
 

に
よ
り
、
 

る
 。
遣
唐
使
 

一
一
一
等
）
で
 

た
の
で
あ
る
 

 
 

ィ
 
ザ
ナ
ギ
の
海
中
の
 

ミ
ソ
ギ
 

の
際
に
生
れ
た
綿
津
見
 

祀
 で
あ
っ
 

 
 

 
 

海
 
、
交
通
 

 
 

こ
と
巻
頭
の
 

一
処
住
吉
大
神
社
（
二
前
）
（
 

三
 一
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

格
 で
あ
っ
た
と
 思
 

れ
る
の
 

 
 

天
 御
中
生
 が
 最
初
に
現
れ
る
。
 

 
 

 
 

皇
后
に
近
づ
く
べ
 

 
 

 
 

 
 

広
田
神
社
（
 式
 ）
。
 
撒
 津
国
武
庫
 郡
 広
田
 郷
 （
倭
名
 
抄
 ）
 

コ
タ
ヘ
 
ウ
タ
 

 
 

褐
 重
日
、
一
四
一
一
 

｜
 七
頁
）
 

四
 。
住
吉
三
神
の
性
格
 

か わ 



 
 

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
反
面
・
 
光
 

 
 

時
 、
時
と
し
て
・
こ
の
「
見
え
ざ
 

  

 
 

れ
得
 ざ
る
」
も
の
が
「
ふ
れ
得
る
」
も
の
に
・
な
る
時
、
 
現
神
の
思
想
が
生
れ
る
は
ず
で
あ
 

ア
レ
ツ
カ
 

 
 

塁
の
思
想
は
・
住
吉
現
神
と
同
様
 

ア
ラ
ヒ
 
@
 カ
 

 
 

神
 と
し
て
現
れ
る
紳
の
思
想
が
・
 

 
 

 
 

（
は
）
 

 
 

観
 に
あ
る
こ
と
は
、
住
吉
記
に
 

 
 

く
 住
吉
 記
申
 最
も
新
し
い
資
料
と
 

 
 

 
 

 
 

保
遠
 伊
波
北
陣
（
 木
 ）
 藝
牟
 

 
 

り
 。
時
に
 、
 束
の
一
の
大
殿
 よ
 

リ
 
@
 
由
千
 

 
 

る
歌
 

 
 

  

 
 

金
金
 里
 伊
波
止
 締
 文
三
峡
 

&
 
ツ
 

千
ホ
 

 
 

 
 

魂
は
 常
に
皇
身
に
 唐
 き
、
 
常
軽
 

ト
ダ
 

ナ
ガ
ク
 

 
 

ま
ふ
 0
 
 面
中
底
解
読
に
よ
る
。
 

 
 

と
、
 
現
れ
ま
す
住
吉
祀
の
姿
を
 

 
 

 
 

ム
る
交
 硯
の
際
の
和
へ
歌
の
伝
 @
 
氷
 

 
 

の
 姫
松
な
ど
と
い
う
、
女
性
的
 紳
 

佳
日
記
の
記
す
如
く
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

に
 堅
持
に
守
・
 り
奉
 ・
 
り
 、
一
切
衆
生
の
望
 願
 を
成
 

上
掲
 書
 五
三
 !
 五
四
頁
）
 

活
写
し
て
い
る
。
住
吉
二
伸
 が
、
 荒
ぶ
る
軍
神
 

加
 ら
で
あ
る
や
も
し
れ
ぬ
。
平
安
朝
（
承
平
瓦
 

に
は
非
ず
・
荒
ぶ
る
海
神
で
あ
っ
た
こ
と
、
 

土
 

一
 O
O
 

カ
ガ
 

り
 輝
く
、
日
、
火
・
 鏡
 と
し
て
、
 
，
 ま
の
子
 は
，
な
 

る
 」
世
界
か
ら
「
見
得
る
」
世
界
に
現
れ
、
「
 
ふ
 

ア
 ・
 
千
ツ
カ
 

る
 。
大
化
（
孝
徳
 紀
 。
大
化
元
年
、
明
神
御
宇
 

の
神
観
念
に
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
天
皇
の
み
 

現
人
 神
 に
生
長
し
た
と
考
え
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
 

頻
出
す
る
説
話
で
明
か
で
あ
る
 0
 
「
 幣
 奉
る
 時
 

思
わ
れ
る
が
、
 

 
 

り
 扉
を
押
開
き
て
、
大
祀
、
美
麗
親
に
表
は
 

Ⅰ 00 



 
 

住
吉
神
代
記
の
神
観
念
 

 
 

一
 O
 
 一
 

 
  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
 「
 ヰ
ガ
シ
リ
 の
神
 

 
 

 
 

ナ
 ノ
的
 農
 耕
祀
 で
も
 

 
 

 
 

し
て
ゆ
く
と
も
見
る
べ
 

 
 

 
 

緋
紳
 で
あ
っ
た
と
も
 
考
 

え
ら
れ
る
。
 

ヰ
ガ
シ
リ
  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
 
）
Ⅰ
Ⅰ
 

9
 
 

シ
ロ
コ
 ゴ
ル
フ
の
・
宮
の
目
（
 

っ
岸
 
。
 
幅
 0
 
～
・
 

0
 
拝
の
 

o
c
i
a
 

～
 

Ⅲ
久
保
・
田
中
沢
六
九
九
 

?
 ゼ
 0
 三
頁
証
入
シ
ャ
 

功
の
神
が
か
り
は
ま
ざ
し
く
こ
の
類
型
に
入
れ
 

う
 烏

 p
@
 

）
 
@
N
p
 

（
 
b
O
 

コ
ミ
臼
の
之
 

0
 
（
（
牙
の
「
コ
円
 

ロ
コ
 
四
あ
。
 

マ
 ニ
ス
ム
（
 
ッ
ツ
 グ
ー
ス
に
於
け
る
シ
ャ
 

7
 ％
 ニ
 。
 
ス
 

る
 特
性
サ
ニ
 ハ
 
及
び
年
を
も
つ
て
い
る
。
 ト

の
 
㏄
の
「
 

ム
の
一
 北

方
ソ
ン
グ
ー
ス
 

般
 理
論
Ⅰ
 綻
ど
 
ほ の 

社
会
構
成
」
 

ょ
 れ
ば
、
 神
 



一
 
O
 二
 

 
 

 
 

ヮ
 カ
イ
ラ
ッ
プ
 貧
 
松
永
 

 
 

 
 

、
住
吉
系
の
座
 摩
 、
 及
 

 
 

 
 

能
 な
こ
と
で
あ
る
。
 官
 

ス
 上
丁
 

 
 

 
 

を
ト
 へ
た
記
事
に
よ
れ
 

 
 

 
 

・
む
し
ろ
新
嘗
と
所
 年
 

祭
 が
分
離
し
た
後
の
物
語
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

 
 

ら
れ
る
。
末
武
紀
 五
 

年
 十
月
（
三
日
）
 丁
酉
に
 

祭
二
 
常
常
典
 相
 新
嘗
神
祇
 -
 

 
 イ

 
7
 
ヒ
臣
 

 
 

 
 

卯
 相
嘗
祭
は
更
に
降
 

 
 

 
 

で
あ
る
じ
 

 
 

 
 

毅
然
シ
テ
コ
レ
 テ
嘗
ム
 

 
 

 
 

礼
記
 祭
統
 ）
 め
 げ
で
あ
 

る
 。
 

 
 

我
国
の
田
の
神
の
民
間
信
仰
に
 甚
 く
も
の
で
あ
ろ
う
。
 す
 な
む
ち
田
の
紳
 

 
 

 
 

あ
ろ
う
。
さ
す
れ
 ば
新
 

 
 

 
 

へ
 移
し
た
の
は
・
律
令
 

制
 以
後
の
宮
廷
知
識
人
の
し
わ
ざ
と
見
て
よ
い
。
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住
吉
神
代
記
の
神
観
念
 

一
 O
 三
 

Ⅰ
 
O
 

 
 

 
 

高
向
 堤
に
 樋
を
通
は
 

 
 

 
 

碑
文
穿
ち
形
付
く
。
）
（
 

四
 

三
一
）
 、
 
・
四
三
六
）
 

 
 

 
 

て
の
信
仰
を
握
っ
て
 

 
 

 
 

こ
と
が
 現
 わ
れ
る
の
で
 

あ
る
。
 元

 ）
 八
 男
神
八
神
女
 
奉
 伏
木
記
（
六
四
五
 
?
 六
五
五
）
 

天
平
釜
春
本
 
記
 二
八
五
六
）
 

 
 

特
殊
神
事
」
大
阪
府
：
昭
和
五
年
 

 
 

 
 

波
 生
国
魂
神
二
前
」
 

 
 

 
 

社
が
 住
吉
 

末
社
に
し
て
、
土
鳩
御
巫
も
佳
音
 

系
 と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

敵
 が
行
わ
れ
 

 
 

 
 

信
仰
に
根
ざ
す
と
 
推
 

 
 

 
 

吉
 紳
も
袷
の
司
 鍍
 者
で
 

あ
り
、
水
利
権
の
支
配
者
で
あ
っ
た
。
 

山
河
 奉
 寄
木
記
（
 四
 0
0
!
 四
四
八
）
は
 

 
 

 
 

石
川
町
の
 沙
 
の
ス
ナ
 

礎
石
 

ウ
ナ
 
デ
 

 
 

 
 

 
 

、
 其
の
田
の
実
も
我
が
 



カロ く世 常 うる 。 の (1) ㈹ 
ぬ
レ
前
 細
 き
請
之
 -
 （
 七
 0
 七
 2
 人
奥
書
）
 

 
 

ノ
ノ
 

 
 

 
 

。
桃
の
実
を
投
げ
 

 
 

 
 

き
も
の
で
あ
ろ
 

 
 

 
 

、
 旧
く
は
地
上
と
 

 
 

 
 

と
は
既
に
述
べ
た
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
 中
国
三
月
忌
 

司 （ 

一
 
%
 喋
性
望
願
 

成
就
 
円
 週
休
 
附
献
篠
 

%
 台
 し
 

②
，
長
大
神
本
願
 也
 
（
四
四
六
山
河
 奉
 寄
木
記
）
 

 
 

  

日
 

こ
と
 

い
う
 

)
 
Ⅰ
Ⅰ
 

（
 

 
 

 
 

地
位
 を
 ミ
め
 

・
 

 
 

 
 

 
 

究
 1
 昭
和
二
八
年
 

 
 

 
 

五
一
頁
 

 
 

一
宗
教
研
究
第
一
四
六
号
五
二
 
/
 五
頁
 

六
 「
仏
教
 造
像
 思
想
と
現
神
 

 
 

 
 

の
こ
と
ほ
、
周
知
の
 

 
 

 
 

が
 生
長
し
た
ん
と
 

 
 

 
 

い
る
。
 
 
 

?
 四
 

  

O 四 

1 ㏄ 



 
 

 
 

も
 、
本
質
的
 

 
 

さ
せ
て
よ
 め
 

 
 

を
取
り
は
 

 
 

%
 ら
く
そ
の
 

 
 

ほ
額
現
す
る
 

 
 

婚
 す
の
は
・
 

太
 さ
れ
た
姿
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

」
信
仰
 せ
 

き
利
幅
の
神
に
成
長
し
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

め
べ
 出
こ
辿
も
 

 
 

る
い
は
 大
 

 
 

に
 附
会
さ
 

 
 

は
 自
然
で
あ
 

 
 

ぃ
韻
 
変
化
で
 

た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

と
し
て
、
 

 
 

ろ
尺
問
 軸
で
 

 
 

Ⅰ
 
ウ
 。
 

住
吉
神
代
記
の
神
観
念
 

一
 O 五
 

 
 

如
く
 タ
マ
 を
 

が
え
る
と
い
う
信
仰
で
あ
っ
た
。
 

ア
キ
ノ
 

 
 

で
あ
っ
て
 、
 

 
 

現
神
、
住
吉
 

 
 

変
報
す
る
 

 
 

女
の
側
が
拡
 

 
 

口
祀
 天
の
如
 

 
 

く
 明
る
い
 

陸
 文
化
の
投
影
を
指
呼
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
 

 
 

下
の
階
級
 思
 

 
 

て
い
つ
た
こ
 

 
 

並
行
し
て
い
 

ハ
お
ノ
 

 
 

人
の
神
観
念
 

 
 

あ
り
、
航
海
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， 3) 

 
 

長
 （
 
廿
 
Ⅰ
 
づ
 
0
%
 
二
）
 

汀
 1
 
小
舌
 
臼
ヴ
 
P
0
 
）
 

 
 

 
 

住
吉
大
神
（
一
八
二
 

こ
 

 
 

 
 

エ
 後で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
 

 
 

 
 

板
子
の
説
話
と
関
連
な
 

 
 

 
 

祀
を
集
合
す
る
 遣
店
使
 

 
 

 
 

献
 に
よ
り
「
そ
の
集
合
 

 
 

 
 

 
 

 
 

㈲
こ
れ
に
 少
 く
も
二
系
統
あ
り
 

 
 

系
 ）
 

b
 
 日
神
（
女
性
）
巫
女
の
神
格
化
（
天
照
大
神
）
 

結
語
 

ハ
 
ウ
 
4
 
 

・
 
@
 ）
 

（
Ⅰ
Ⅱ
 

0
%
-
 

リ
 ）
 

 
 

ラ
シ
 

 
 

弟
 一
一
…
 

L
 
明
一
十
 

じ
 
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
ら
れ
る
，
仲
仕
 

仲
 坦
の
確
立
は
ぽ
 

主
 
こ
の
頃
で
あ
ろ
う
，
 

一
 ①
 六
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住
吉
神
代
記
の
神
観
念
 

一
 O セ
 

交
 さ
れ
な
い
。
 

 
 

に
 至
り
神
通
と
し
て
完
成
す
る
 

の
 す
 0
 づ
 の
と
区
別
し
難
く
混
同
さ
れ
る
に
至
る
。
 

 
 

東
京
大
半
宗
教
学
総
合
 
佛
究
会
 

一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
）
 

汝
 く
で
あ
る
。
小
く
し
て
神
力
み
山
臥
 由
 げ
の
は
 上
 

 
 

 
 

の
 研
究
報
告
、
日
神
観
念
の
僻
先
口
中
司
 
沖
 逝
の
神
 潮
 食
言
 

 
 

 
 

と
し
て
地
上
に
や
っ
 

 
 

 
 

仰
 固
有
の
鋳
型
は
改
 

 
 

（
八
十
 
嶋
祭
 ）
 

 
 

 
 

る
コ
 ミ
ガ
ヘ
リ
の
 機
 

 
 

 
 

 
 

 
 

更
 に
旧
く
は
 
形
 あ
る
 タ
マ
 

タ
一
 

 
 

 
 

な
ャ
 
0
 ）
 

 
 

 
 

て
釆
る
 
型
の
 ミ
 ベ
リ
ア
 

諸
民
族
の
カ
ム
ラ
ニ
エ
と
対
比
）
 

I07 



  

て
は
じ
め
に
 

二
 、
「
宗
教
」
の
概
念
規
定
 

 
 

教
 」
 
l
.
 
一
般
的
原
理
に
お
け
る
対
比
 

四
 、
特
殊
的
側
面
に
お
け
る
対
比
 

五
、
 む
す
び
 ｜
 評
価
 ど
 批
判
 

Ⅰ
は
じ
め
に
 

 
 

 
 

9
 精
神
分
析
学
者
 

 
 

 
 

析
 の
 一
 学
派
で
あ
 っ
 

 
 

 
 

祀
 全
的
文
化
的
 諸
現
 

 
 

 
 

し
て
は
、
 

E
.
 

フ
ロ
ム
 

本
 

松
 

滋   
 
 

的
 宗
教
 

｜
 ・
 
E
.
 

フ
ロ
ム
の
宗
教
論
 

2
6
 

１
・
 

  
O 
/ @ Ⅰ 
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二
 、
「
宗
教
」
の
概
念
規
定
 

 
 

 
 

は
い
か
な
る
も
の
か
を
 

 
 

 
 

よ
 り
非
常
に
ま
ち
ま
ち
で
 

 
 

一
二
ー
 
力
 
ノ
イ
な
り
も
し
の
い
円
札
 

ホ
牟
ト
ワ
 

で
ニ
行
り
る
。
 

 
 

 
 

 
 

権
威
主
義
的
宗
教
と
人
間
主
義
的
宗
教
 

一
 
O
 九
 

Ⅰ 09 

 
 

 
 

究
 課
題
「
研
究
方
向
を
 

  は
じ
め
・
 

K
.
 

ホ
ル
ネ
イ
、
 

A
.
 ゥ
 １
 %
 ィ
十
 @
 Ⅱ
 

よ
う
。
 

加
ふ
る
流
れ
の
中
で
も
特
に
フ
ロ
ム
 
ば
 ・
宗
教
 

に
は
 、
宗
教
の
 祀
 会
心
理
学
的
研
究
の
上
で
参
考
に
 

こ
の
小
論
で
は
・
フ
ロ
ム
の
宗
教
理
論
の
す
べ
て
に
 

「
権
威
主
義
的
宗
教
」
 
L
,
 
一
 「
 人
 Ⅲ
主
義
的
宗
教
」
と
 

こ
の
宗
教
の
二
 は
 分
は
 、
 後
に
み
る
と
う
に
ぎ
わ
 

な
諾
 Ⅸ
 分
 ・
た
と
え
ば
一
神
教
、
多
神
教
、
 

汎
祀
孜
 

ャ
て
 
の
Ⅱ
 質
ょ
ど
 
異
に
じ
て
い
る
の
一
言
に
し
て
い
う
 -
 
な
 

何
を
・
 ほ
 分
の
基
 幸
 と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

ノ
ダ
 一
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
 

 
 

み
て
い
る
の
そ
し
て
そ
の
中
 

 
 

の
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
（
 

I
 ）
 た
ビ
 

 
 

二
型
態
の
区
分
、
即
ち
 

 
 

思
う
。
 

 
 

ぽ
し
ぼ
 行
わ
れ
て
来
た
 よ
う
 

 
 

  

 
 

 
 

度
 あ
る
い
は
心
理
構
造
の
如
 



一
一
①
 

 
 

 
 

び
に
評
価
 は
 別
の
機
ム
ム
 

 
 

二
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
よ
う
。
 

 
 

 
 

彼
は
、
「
宗
教
」
の
 

 
 

 
 

・
仏
教
の
よ
う
な
「
 非
 

 
 

 
 

の
 せ
の
 
汀
 ヨ
し
、
ま
た
 
ユ
 ダ
 

 
 

 
 

、
 更
に
、
「
世
俗
的
 体
 

 
 

 
 

ぅ
 の
は
、
例
え
ば
現
代
 

 
 

 
 

々
は
、
こ
れ
ら
の
目
標
 

 
 

 
 

 
 

の
 追
求
に
お
い
て
見
ら
 

 
 

 
 

 
 

」
と
の
 

 
 

 
 

0
 か
 「
世
俗
的
」
で
あ
 

（
 
6
 ）
 

 
 

 
 

「
構
え
（
方
向
づ
け
）
の
 

 
 

 
 

ぽ
 れ
る
の
で
あ
る
。
 

（
 
1
,
7
 

）
 

 
 

 
 

ム
に
よ
 れ
 ば
 、
神
経
 

症
は
機
能
的
に
い
つ
て
 一
 
・
 
田
 
一
下
放
し
に
き
わ
め
 一
 
」
 近  

 

対
象
を
与
え
る
働
き
を
 

ハ
 
8
 Ⅰ
 

 
 

 
 

ぎ
 」
 
号
 え
ら
れ
・
父
親
を
献
 

 
 

 
 

だ
ビ
 フ
ロ
ム
に
よ
れ
 ば
、
 

 
 

 
 

、
神
経
症
 は
 た
し
 

 
 

110   



 
 

 
 

よ
う
な
人
間
が
 坦
さ
 

 
 

 
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
 
、
人
 

 
 

 
 

を
意
 き
 起
す
よ
う
な
力
の
 

 
  

 

一
一
一
 

権
威
主
義
的
宗
教
と
人
間
主
義
的
宗
教
 

 
 

あ 毛 

  
  

板 井 

本 品 

白ァ コ Ⅱ あ 

罪 お 

は已 
  
何 % 、 ヨ 

，，， 行 」） ヒ， ゆ 

（ 宰 あ "  "  ェ い 」 

o ず う 

（ ト・ の こノ 0 ・ と 

下り ） あ 

"*" Ⅰ る 。 

  
  

の 

型且 

の 

    
哲乏 A: 

@% 
お 
@ 々 

つ ㌧・ 

え 月 @ 「 コ   
  
の 

美 
な恵 

0 ま 

「 
何 % 、 

  
」 
  
ヴ o 
  
串田 

  
  
  
    

で ・ 

  
  
  
に 

よ 

珪 Ⅰ 

ぼ 
   

 

し
た
或
る
力
に
対
す
る
屈
服
し
（
（
 

ぽ
 の
の
 ロ
ペ
 
お
目
の
Ⅱ
 ぢ
 
 
 

  

の も 

先 小 城 つ 
ず 誌 上 か 

の 、 ど 

両   主 未 ぅ 

者   
の   一 '   
基 

  
即 わ い 
ち ゅ う 

  て はあ Ⅱ不仁・」同仁 建 下 示教 宗教 」 
を 
み と o  入 と が 、 「 フ斥 由 -- 
ィつ 

羊 - , 

士 孝文 い               

と う 囲 
よ 

ふノ 

克ョ 『Ⅰ 単文 j ビ       
理 

「 て し 
白     の て 

[ 一 ヒ 

  
ら に 。 
な と 
い ど 

の め 
で、 た あ Ⅰ へ 

Ⅰハ ツ 。 刮犠 

  
0 ま 

 
 

 
 

 
 

を
 特
徴
と
し
て
 

 
 

 
 

的
 特
徴
 ホ
 ら
し
 

 
 

へ
 
騰
り
 

 
 

み
な
す
こ
と
も
で
き
る
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
フ
ロ
ム
は
、
「
宗
教
」
と
い
う
も
の
を
。
 

 
 

か
ら
考
え
て
 

 
 

 
 

 
 

 
 

対
象
を
与
え
る
 

  
へ
 9
 レ
 

い
る
。
 

て
 
「
私
 

い
る
。
 

ト
オ
 

働
き
を
 



一
一
一
一
 

 
 

 
 

ぼ
し
は
 、
現
実
の
入
御
 

一
つ
・
・
 コ
し
 

 
 

 
 

に
れ
，
に
、
 

現
に
生
ぎ
 一
 -
 

 
 

 
 

的
な
例
と
し
て
。
旧
約
 

 
 

 
 

仁
ユ
を
娑
 

平
に
り
干
、
い
る
。
こ
こ
 

 
 

 
 

的
 宗
教
」
の
姿
が
一
席
 明
 

瞭
 ・
な
ィ
り
の
と
な
 

ワ
 
ニ
 ビ
 。
 
つ
 ろ
う
。
 

 
 

 
 

力
に
億
 る
だ
め
の
手
 

 
 

 
 

起
る
不
安
と
は
、
何
に
 

 
 

 
 

大
 で
あ
ろ
と
考
え
て
は
 

 
 

 
 

 
 

つ
 い
は
意
志
が
 、
 我
々
の
 

 
 

 
 

て
 自
分
に
好
都
 径
 な
も
 

 
 

 
 

故
 、
我
々
は
、
自
分
自
身
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
最
 ・
大
の
害
悪
 

Ⅰ
七
人
 
ト
し
 

Ⅹ
人
山
宇
づ
こ
 コ
一
 
-
-
 
二
一
 

 
 

 
 

 
 

こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
 

 
 

と
に
存
す
る
。
」
 

、
 

：
 

 
 

 
 

 
 

@
 越
し
た
或
る
 力
ヘ
 

 
 

明
の
中
に
非
 消
に
臼
援
 /
 
へ
拙
キ
 
㍉
 
た
 き
れ
て
い
る
。
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定
義
が
あ
る
。
即
ち
 

 
 

 
 

と
し
て
、
あ
る
目
に
見
 

 
 

 
 

人
間
的
な
も
の
と
は
 対
 

 
 

 
 

」
の
定
義
で
は
な
く
て
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

要
素
は
、
「
人
間
 及
 

 
 

 
 

 
 

の
は
、
「
理
性
の
力
」
 

 
 

 
 

 
 

し
 、
そ
し
て
ま
た
宇
宙
 

 
 

 
 

、
 眞
 実
を
認
識
し
な
く
て
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
け
る
も
の
盲
目
ロ
 ぃ
 
4
 円
 
コ
抽
 

（
 
1
 
0
0
 
）
 

 
 

 
 

り
 、
こ
れ
を
充
分
に
展
 

 
 

う
る
 。
 

 
 

 
 

 
 

と
が
中
心
徳
目
と
な
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
あ
る
り
 

 
 

 
 

テ
 ー
ス
・
ス
ビ
ノ
ー
 

 
 

 
 

命
 の
理
性
宗
教
等
々
で
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

宗
教
の
精
神
を
み
て
 

権
威
主
義
的
宗
教
と
人
間
主
義
的
宗
教
 

一
一
一
一
一
 

ⅠⅠ 3 



 
 

 
 

い
く
つ
か
の
特
殊
な
 

 
 

 
 

）
」
が
い
か
に
異
な
る
 

 
 

 
 

た
 ・
そ
れ
，
 戸
 
Ⅰ
に
対
応
 

一
一
四
 

い
る
。
た
と
え
 ぽ
 次
の
よ
う
な
例
が
ひ
か
ね
て
あ
る
。
 

 
 

た
 。
そ
の
日
 は
 大
変
装
 

 
 

 
 

王
 ば
こ
れ
を
見
て
大
い
 

 
 

 
 

の
よ
う
に
次
の
申
を
・
 
か
 

 
 

 
 

る
も
の
㍉
 ピ
 
外
援
は
そ
 

 
 

 
 

の
 外
見
上
の
不
信
心
を
 

（
㎎
）
 

 
 

 
 

話
に
は
、
仏
像
を
人
間
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
。
こ
の
ま
 う
 

な
 例
は
他
に
も
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
ょ
 ぅ
 。
 

 
 

 
 

マ
 に
要
約
し
う
る
。
 

即
ち
 、
 

 
 

支
配
・
屈
従
 口
 

 
 

｜
 自
己
実
現
し
 

 
 

な
る
対
照
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

四
 ・
特
殊
的
側
面
に
お
け
る
対
比
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神
秘
主
義
者
達
に
つ
い
て
ば
彼
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。
 

 
 

人
間
が
紳
に
類
似
し
 

権
威
主
義
的
宗
教
と
人
間
主
義
的
宗
教
 

Ⅰ
 
5
 

一
一
五
 

 
 

 
 

 
 

る
 諸
力
 め
 総
体
に
依
存
 

 
 

 
 

問
 は
こ
の
 力
 を
発
展
さ
 

 
 

 
 

、
結
局
ス
ピ
 
ノ
一
ザ
 

 
 

 
 

よ
う
な
、
「
 祀
 」
観
念
を
も
つ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

で
あ
り
、
「
本
来
人
問
 

 
 

 
 

ビ
ノ
一
ザ
や
 神
秘
主
義
 

 
 

、
ヵ
 ル
ヴ
ィ
ン
等
の
神
観
に
お
い
て
明
白
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

そ
れ
で
あ
る
が
・
彼
の
 

 
 

 
 

在
る
世
界
と
興
っ
た
 世
 

 
 

 
 

と
 同
一
の
も
の
な
の
で
 

 
 

 
 

う
 な
諸
問
題
を
逐
一
考
 

 
 

 
 

一
 廣
明
ら
か
と
な
る
で
 

あ
ろ
う
。
 

l
 1

 
 紳
 観
念
の
問
題
 

（
 

 
 

 
 

り
 高
い
自
己
の
像
」
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
ま
た
言
い
か
 

 
 

 
 

 
 

 
 



一
一
Ⅰ
 
、
ノ
 

 
 

 
 

人
間
を
必
要
と
す
る
、
 

  

 
 

 
 

紳
と
人
間
と
の
根
本
的
 

 
 

ハ
 
ウ
 
3
 z
 
）
 

 
 

 
 

 
 

る
 。
即
ち
、
権
威
主
義
 

 
 

ハ
別
）
 

 
 

 
 

射
宙
ぺ
 0
 ざ
臼
 ）
し
て
し
 

 
 

 
 

全
 ・
な
も
の
と
な
る
、
と
い
 

 
 

 
 

罪
人
」
と
感
じ
る
。
 
そ
 

 
 

 
 

げ
よ
う
 と
す
る
。
言
い
 

 
 

自
身
の
一
部
に
触
れ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
 こ
の
よ
う
な
 人
 

か
え
る
 ァ
 ら
は
 

甘
 タ
カ
 ォ
 Ⅰ
 ｜
 

 
 

 
 

の
を
神
に
投
射
し
て
し
 

 
 

 
 

の
 深
さ
を
感
じ
れ
ば
 感
 

 
 

 
 

間
の
無
力
、
両
者
の
隔
 

絶
性
が
弼
翻
 さ
れ
て
い
く
ぽ
か
り
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

示
教
に
お
け
る
 紳
 と
の
 

 
 

 
 

 
 

め
て
言
 う
 な
ら
 ぽ
 、
そ
の
 

 
 

 
 

 
 

方
 と
の
対
立
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
 う
 。
 

つ
ノ
 

Ⅱ
信
仰
の
問
題
 

し
 
Ⅰ
 

へ
あ
 
）
 

 
 

 
 

・
そ
れ
 ム
ヘ
 「
権
威
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（
傍
点
筆
者
）
で
あ
る
。
フ
ロ
ム
に
よ
れ
 ば
 「
 

と
の
結
果
で
あ
る
な
ら
 ぼ
 、
合
理
的
信
仰
と
い
 

信
仰
で
も
・
そ
れ
が
白
ら
の
体
験
の
結
果
で
は
 

信
仰
と
は
言
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
 

「
合
理
的
信
仰
」
の
例
は
「
科
学
の
歴
史
に
お
 

権
威
主
義
的
宗
教
と
人
間
主
義
的
宗
教
 

た
と
え
 ほ
 

え
る
。
し
 

な
く
「
た
 

い
て
数
多
 

 
 

々
自
身
の
観
察
と
思
考
 

 
 

ユ
沢
な
理
念
に
対
す
る
 

 
 

な
ら
、
決
し
て
合
理
的
 

（
㏄
）
 

 
 

オ
 、
ニ
ュ
Ⅰ
ト
ン
な
ど
 

Ⅰ
 
7
 

 
 

一
一
 セ
 

 
 

勺
寸
 
b
 の
で
十
の
る
。
 

  

 
 

 
 

0
%
 某
 で
は
な
 

 
  
 

 
 

Ⅱ
 ム
が
、
 特
に
 

 
 

 
 

 
 

よ
く
人
は
 、
自
 

 
 

 
 

 
 

だ
、
 ・
と
考
え
て
い
 

 
 

 
 

 
 

 
 

不
 す
る
観
念
を
受
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

信
仰
す
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

と
き
も
の
に
み
て
い
る
。
即
ち
 、
 詳
し
い
解
説
は
劣
 く
 

を
中
し
出
で
た
 人
 

御
酌
 力
 に
服
従
 し
、
 

ジ
ョ
ン
Ⅰ
Ⅱ
 ッ
 

が
、
 
一
 つ
は
、
 

 
 

 
 

 
 

験
 に
基
 い
 た
 く

 、
 非
 

、
、
 

服
従
と
 

分
が
 権
 

る
が
、
 

，
、
、
 

け
 入
れ
 

竹
生
十
ネ
至
日
 

の
 

そ
れ
 ㏄
 
卜
 レ
 

ト
ワ
イ
 

Ⅱ
 
ハ
 レ
 二
三
ロ
 

に
 対
す
 

ハ
 %
 ）
 

祈
ィ
 

催
青
」
 

  



 
 

「
 人
 Ⅲ
幸
義
的
倫
理
」
と
の
区
別
を
見
、
 

実
竺
 面
の
両
面
か
ら
特
徴
づ
け
て
い
る
。
（
 

3
 
l
 ）
 

 
 

 
 

が
ょ
 き
こ
と
と
悪
し
き
こ
と
と
の
識
別
 

 
 

 
 

 
 

 
 

え
 だ
権
威
で
あ
る
。
実
質
上
 加
ら
 言
え
 ぼ
 ・
 

 
 

服
従
君
の
利
害
関
心
（
 山
コ
宙
お
簗
巴
 に
川
 

権
威
に
と
っ
て
の
利
害
関
心
か
ら
答
え
る
。
 

 
 

主
要
な
徳
で
あ
り
、
不
服
従
が
主
要
な
 罪
 

 
 

は
こ
の
こ
と
を
示
す
好
例
を
、
人
間
の
歴
史
 

 
 

0
 
「
ア
ダ
ム
と
 々
ヴ
 と
の
罪
は
、
彼
等
の
な
 

 
 

喰
 べ
た
こ
と
自
体
が
悪
な
の
で
は
な
い
。
 

手
 "

 
て
の
両
者
を
そ
れ
，
 
卜
 Ⅰ
形
式
商
及
び
 

能
力
を
も
つ
と
い
う
こ
」
」
を
否
定
す
 

つ
ま
り
内
容
的
に
言
え
 
ぼ
、
 何
が
 

し
て
で
は
な
 /
 
へ
、
第
一
義
的
に
は
、
 

と
な
る
こ
と
は
、
先
に
「
権
威
主
義
 

め
 ぼ
じ
ま
り
に
 棚
 す
る
旧
約
聖
書
の
 

し
た
行
為
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
は
 謂
 

去
ユ
 ダ
コ
教
も
ク
リ
ス
ト
数
も
 、
 

一
一
 /
 
@
 
、
 

 
 

 
 

て
 、
ス
ピ
ノ
ザ
 は
 破
門
 

 
 

 
 

、
そ
れ
を
理
論
に
細
み
 

 
 

 
 

れ
 形
へ
の
信
仰
、
仮
諦
 

 
 

 
 

こ
の
 ょ
う
 な
信
仰
は
「
 

 
 

 
 

礎
づ
 げ
ら
れ
た
「
合
理
 

的
な
」
信
仰
な
の
で
あ
る
。
 

Ⅱ
・
 

ノ
 

Ⅲ
倫
理
の
問
題
 

C
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な
り
て
、
善
悪
を
如
つ
た
 L
 人
間
が
、
「
此
の
手
を
 

 
 

な
る
の
を
怖
れ
た
の
で
あ
る
し
（
 
2
 
3
 

し
 フ
ロ
ム
に
よ
れ
 ば
、
 

  

 
 

し
く
な
ろ
 う
 と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
 

ば
 最
大
の
も
の
だ
つ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

い
て
も
、
形
式
的
、
実
質
的
の
二
側
面
か
ら
考
え
 

 
 

 
 

た
ビ
 八
 %
 そ
れ
自
体
の
み
で
あ
っ
て
、
人
問
を
超
 

 
 

 
 

 
 

え
ぼ
 ・
「
よ
き
 芋
 」
と
は
、
 
人
 Ⅲ
に
と
っ
て
よ
 め
革
 

 
 

 
 

く
 。
言
い
か
え
れ
 ば
 、
人
間
の
耐
 祀
 
（
毛
の
 
ロ
 
n
p
 
）
・
 

巴
 

 
 

い
も
の
、
人
間
存
在
よ
り
車
蝦
な
る
も
の
な
ど
は
 何
 

あ
る
。
 

 
 

、
デ
ュ
一
イ
な
ど
の
倫
理
学
は
 、
人
 Ⅲ
主
義
的
 

 
 

い
る
こ
と
）
と
は
、
「
活
動
」
Ⅱ
「
人
別
に
特
有
な
機
 

 
 

「
行
使
」
の
結
果
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
 

 
 

々
に
お
い
て
ば
、
自
己
白
身
の
利
盆
の
追
求
と
い
 

 
 

り
 こ
と
 ｜
 こ
れ
ら
三
つ
の
こ
と
は
同
じ
意
味
を
も
つ
 

 
 

心
 主
義
的
」
 

?
2
 

曲
 
オ
 ～
・
 

0
 七
 o
n
 
の
 口
 拝
 
ま
 こ
と
も
特
徴
 づ
 

 
 

「
人
間
主
義
的
宗
教
」
と
の
根
本
的
対
比
を
 、
祀
 

権
威
主
義
的
宗
教
と
人
間
主
義
的
宗
教
 

 
 

て
い
る
。
形
式
上
か
ら
言
え
 

越
し
た
権
威
で
ぼ
決
し
て
な
 

で
あ
り
、
「
悪
し
き
 手
 」
と
 

と
い
う
こ
と
が
、
唯
一
の
 価
 

8
 な
 い
ビ
 
と
い
う
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On the Jh'ana of Early Buddhism 

Yoshinori TAKEUCHI 

The development of ethical idea in Early Buddhism is , chiefly 

motivated by the religious experience of JhZna. It is precisely by 

means of the jhzna-consciousness that in Earl, Buddhism, Indian 

religion with its ethical i~liplications could reach the highest stage 

of its development as a real "world religion". And vice versa, this 

"open'' attitude of its religious heart and ethical mind, which is, to 

use Bergsonian terminology, characteristic to every world religion as 

against to the "closed" one, essentially determines some features of 

the j h ~ n a  experience which are peculiar to Early Buddhism, \vhile to 

some extent the jhana and Yoga practices are common to all Indian 

religion. 

In order to help clarify the relationship between religion and 

ethics, the author of this paper endeavours to trace back the original 

meanings of such terms of Early Buddhism as  paiica-sila, indriyesu- 

guttadvzra sati-sampajaiiiia, and jhana. 

The gist of his conclusion is that the j h ~ n a  a t  its peak is nothing . 

but the action of divine love, whose stream gushes forth into the 

world through the conduit of jhZna conceiltration and is sublimated 

into a feeling of absolute non-attachment. 

The Origin of the Idea of Daemon in Ancient China. 

-A Re1 igious Study from the Divination Inscriptions- 

Suetoshi IKEDA 

The idea of deamon in ancient China, a s  is the case generally, 
derived from the idea of the dead or spirits. My concern in this paper is 



2 

to  clexonstrate this thesis through the pre-literate mate r i~ l s ,  i .  e. the 

Divindtion Inscriptions of Slmng (~z j )  Dynasty (1300-1028 B. C. ). 
As it  has  been often pointed out that the attitude of the ancestors 

towards the living has two p h ~ s e s ,  the friendly and the unfriendly, 

the ancestors in ancient China were likewise deenled to take both 

the benevoleilt aild the malevolent attitudes, inflicting ill fortunes as  

well as  g o ~ d ,  on the Icings and the ltigdam. Such were Shczng-Ti (k 
37) ailcl Ti (.if;;), the personal, highest gods. In this fact that  the 

ancestor gods could be deemed ~~~a l evo l en t ,  lies indeed the reason 

for them to be considered a s  daemons. As the same time, however, 

they were thought to be the cause of the bad crops as  well as  of the 

ill f o r t u ~ e s  and diseases of the living. On the other hand, though 

the worcl "l<zzcei" (&), etin~ologically means an ancestor god, in the 

Diviilatioil Inscriptions, it did not bear t5e meaning, but meant a 

malevolent being. 

These facts show that  in  this period, the ancestor gods had already 

de-nonic significance, and we c_in thus take it  a s  the forerunner of 

the later idea of daemon. 

The Patterns and Stratums of the Function of Taboo 

In its phenomenal aspect, Tabm is very complexity, therefore 

it has vast influences to the all aspects of human life. 

But, its f~lnction to religiaus life has very deep-rooted foundation, 

when to see fram the stand-point of it has u~ldivived relation to the 

foundation of religious idea its substance. Stand on this essential 

character of Taboo, writer could classified in moral and social func- 

tion the practical aspects influencing to huinan life. And in these two 

aspects, there is to be found basic stratum of religious function which 



Taboo has, a s  ritual acts on occasion-collapse and I-estoration of 

ordi;?ary life-of crisis of human life. 

Of course, it to be said that Taboo is formulated on religious 

character in essence and has arrangement ullreligious world-profane 

life-basing on this point, but writer hope the other c h ~ c e  tvould 

to concerned with these religious function of Taboo. 

On the Old Ceremony Inviting God. 

Isao NISHIYAMA 

This is clarified through the investigation of the Sans116 Hachrnan 

Shrine in Tokushima prefecture. The ceremony which invite God 
froin Heaven, on the 14th of October, is on old practice. I can not 

explain what age it happened in, but I think it was practised from , 

time immemorial. The ceremony making use of the apparatus which 

is named a s  "Onjaku" is sacred and solemrn from begiilning to end. 

I will tell you, in this paper, one of the most aged ceremonies that 

is without every knowledge. 

A phase of the Jodo-Buddhism in Icamakuraera 

----Especially on the Time-theory of Ippen Sli6nin.- 

Genryu SUTSUMI 

It may be said that the Judo-Buddhism of Chisin, called Ippen 

ShGniil, contains various liinds of element, bath noble and valgar. 

However, the central (essential) paint of his religion is to accept 

and believe in the Wonder of My6g6, the Sacred Name, with radical 

rejection of all human efforts of good works. The purpose of this 

thesis is to understand his time-theory through examination of the 



main elements of his religious thought and finding out the meaning 

of "Totai-920-1clti~ze.1~" (%#o--,$) which is the ultimate point of his 

religious experience. As far a s  I see, it may be stated that his time- 

theery is original in the point that it positively synthesizes futur- 

centralism of the J6do-Buddhism and Smre theory (Z-lll:) of A/Ial~ay- 

ana-Buddhism from such a standpoint that rnay be cqlled higher "E te r~a l  

n3n". The standpoint of higher "Eternal nyn" so I like to call, frees 

itself from the contemplaiive nature, common to that of the so-called 

"Eternal ilyn". 

It  sees actual life under sz.tb specie ~?zo?.tis and mains the whole 

occupation by (is in) Mybgb. 

This is "Salzze szc~azuacki I'clzi.,zc~z" (.=. Iil:T 2;; d-, -5:). 
This; is still the Jodo-Buddhism but also comes close to the Zen- 

Buddhism which stands in the opposiie side to the Jbdo-Buddhism. 

The Idea of Gods (Deities) of Surniyoshi Jindailii 

Minoru TSTJBAICI 

One of the oldest text (dated 731 A. D. ) of the Japanese Myth, 
Sumiyoshi Jindaiki (Book of Divine Age of the Surniyoshi Shrine, 

Osaka) is the manuscript a t  least before the 10th century. It  tells us 

the different Theophany and Theogony between the Nihon Shoki (A. 
D. 681-720) and the Kojiki (A. D. 712?). 

The Idea of Deities of this text summarized to 9 hypotheses:. . 

1) Amaterasu-omikami (the great feminine Sun God of orthodox 

Japanese Myth) is the Sun in a vessel (or coffin of Prince 

Nagaya) . 
2) a)  Sun deity (mas. ) married to feminine shaman in human figure. 

b) Sun deity (fern. ) is the deification of feminine shaman. 

3 )  He reveals himself in human body from divine world to human 



world. cf. Siberian shamanisin or Chinese religion; These 

sha~tlan ascend to Heaven. 

4) Tama-shizurne(requiem) is the revival of shamat1 whom jointed 

to Tama (gem or spirit of ancestors). 

5) Misogi (purification)is the ritual of Harai(diving)in ocean before 4). 

6 )  The object of belief is not the Sun God herself, but the fuculty 

of real happiness of the human world, rich harvest of rice 

crop, security of voyage, victory of war, etc. 

7) Invisible Kamui (intangible deity) to Visible Kami (in human 

figure) phonetic ideograms are changed a t  the end of the 8th 

century. 

3) The growth of Idea of Human Deities (Kami) are become con- 
fused with the word Karni (meaning above) in parallel, after 

the 8th century. 

Authoritarian Religion and Humanistic Religion. 

Shigeru MATSUMOTO 

This is a study of Erich Frornm's theory of religion. Among his 

various analysis, the distinction between "authoritarian religion" and 

"llumanistic religion" will be discussed. According to Fromm, in 
short, the essential element in authoritarian religion is the surrender 

to a power transcending man, while humanistic religion is centered 
arou~ld man and his strength. Comparison of these two types of re-  

ligion is' significant not only in the fundamental principles, but also 

in the idea of God, faith, ethics and so on. After this discussion, a 

few important meanings of this differentiation will be stated. And 

then Frornm's theory will be criticized in three points. 




